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伊
　
　
藤
　
　
宏
　
　
明

本
稿
で
翻
訳
を
試
み
る
『
新
五
代
史
』
(
1
)
は
北
未
の
著
名
な
史
学
者
で
あ
る
欧
陽
修
(
一
〇
〇
七
～
七
二
)
が
著
し
た
も
の
で
あ
る
｡
彼
は

ま
た
政
論
家
､
経
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
｡

l
　
欧
陽
情
の
略
歴

欧
陽
修
は
真
宗
･
景
徳
四
年
(
一
〇
〇
七
)
　
に
父
親
の
任
地
で
あ
る
綿
州
(
四
川
省
綿
陽
市
)
　
の
官
舎
で
生
ま
れ
た
｡
彼
の
本
籍
は
吉
州
鹿

陵
県
(
江
西
省
吾
安
市
)
　
で
あ
る
｡
彼
は
四
歳
で
父
を
失
い
'
母
親
と
と
も
に
叔
父
の
欧
陽
蝉
を
頼
っ
て
任
地
の
随
州
(
湖
北
省
随
州
市
)
　
に

身
を
寄
せ
た
｡
し
か
し
暮
ら
し
は
貧
し
-
､
生
活
は
き
び
し
か
っ
た
｡
そ
う
し
た
環
境
の
中
で
勉
学
に
励
み
'
仁
宗
･
天
聖
八
年
(
一
〇
三
〇
)

に
二
四
歳
で
科
挙
に
合
格
し
､
進
士
に
挙
げ
ら
れ
､
翌
年
に
西
京
留
守
推
官
に
就
任
し
た
｡
そ
の
後
､
欧
陽
修
は
景
祐
元
年
(
一
〇
三
四
)
　
に

館
閣
校
勘
と
な
-
､
『
崇
文
総
目
』
　
の
編
纂
に
参
加
す
る
が
'
二
年
後
の
景
祐
三
年
(
一
〇
三
六
)
　
に
権
知
開
封
府
の
苑
仲
滝
が
宰
相
呂
夷
筒

の
政
治
を
批
判
し
て
知
能
州
(
江
西
省
波
陽
県
)
　
に
左
遷
さ
れ
る
と
､
権
力
側
に
加
担
し
た
司
諌
の
高
若
調
を
痛
烈
に
批
判
し
た
た
め
'
峡
州

夷
陵
県
令
(
湖
北
省
宜
昌
市
)
に
左
遷
さ
れ
た
｡
さ
ら
に
二
年
後
の
宝
元
元
年
(
一
〇
三
八
)
　
に
光
化
軍
乾
徳
県
令
(
湖
北
省
老
河
口
市
西
北
)

『
新
五
代
史
』
世
家
訳
註
稿
(
一
)



伊
　
　
藤
　
　
宏
　
　
明

に
転
任
し
た
｡
康
走
元
年
(
一
〇
四
〇
)
　
に
中
央
官
界
に
復
帰
し
て
再
び
館
閣
校
勘
と
な
-
'
『
崇
文
総
目
』
　
の
編
集
に
携
わ
っ
た
｡
集
賢
校

理
､
知
諌
院
'
龍
図
閣
直
学
士
'
河
北
都
転
連
接
察
傍
を
歴
任
｡
慶
暦
五
年
(
一
〇
四
五
)
　
に
い
わ
ゆ
る
慶
暦
の
党
議
の
た
め
に
杜
術
･
苑
伸

掩
･
韓
埼
･
冨
弼
が
相
次
い
で
職
を
去
っ
た
が
､
彼
は
上
害
し
て
朋
党
を
も
っ
て
弁
護
し
た
｡
し
か
し
甥
の
疑
獄
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
'
知

源
州
(
安
徽
省
源
州
市
)
　
に
左
遷
さ
れ
た
｡
知
揚
州
(
江
蘇
省
揚
州
市
)
､
知
穎
州
(
安
徽
省
阜
陽
県
)
を
歴
任
し
､
皇
祐
元
年
(
一
〇
四
九
)

に
中
央
に
戻
-
'
礼
部
郎
中
'
龍
図
閣
直
学
士
'
南
京
留
守
を
歴
任
す
る
が
､
同
四
年
(
一
〇
五
二
)
　
母
の
死
去
に
伴
い
職
を
離
れ
た
｡
至
和

元
年
(
一
〇
五
四
)
　
に
『
唐
書
』
編
纂
を
命
ぜ
ら
れ
､
翰
林
学
士
兼
史
館
修
撰
と
な
へ
六
年
後
の
嘉
祐
五
年
(
一
〇
六
〇
)
　
に
『
唐
書
』
二

五
〇
巻
を
完
成
さ
せ
､
礼
部
侍
郎
､
翰
林
侍
読
学
士
と
な
っ
た
｡
枢
密
副
使
を
経
て
､
翌
年
戸
部
侍
郎
･
参
知
政
事
と
な
-
､
韓
埼
と
も
に
仁

宗
を
補
佐
し
た
｡
執
政
派
で
あ
っ
た
欧
陽
修
は
英
宗
･
治
平
二
年
(
一
〇
六
五
)
　
に
英
宗
の
実
父
源
安
菰
王
の
呼
称
･
待
遇
を
め
ぐ
っ
て
台
諌

派
で
あ
っ
た
呂
高
･
冨
弼
ら
と
対
立
し
て
聴
講
の
党
争
を
巻
き
起
こ
し
た
｡
神
宗
即
位
の
年
'
治
平
四
年
(
一
〇
六
七
)
　
に
観
文
殿
学
士
'
刑

部
尚
書
､
知
竜
州
(
安
徽
省
竜
州
市
)
'
翌
配
㌫
早
元
年
(
一
〇
六
八
)
　
に
兵
部
尚
書
に
転
じ
､
知
育
州
(
山
東
省
青
州
市
)
と
な
っ
て
野
に
下

り
､
青
苗
銭
に
異
を
と
な
え
て
王
安
石
に
批
判
さ
れ
､
職
を
去
る
こ
と
を
願
っ
た
が
'
許
さ
れ
ず
､
三
年
(
一
〇
七
〇
)
　
に
知
察
州
(
河
南
省

汝
南
県
)
と
な
へ
四
年
六
月
'
観
文
館
学
士
･
太
子
少
師
を
最
後
に
'
職
を
去
っ
て
､
八
月
に
穎
州
(
安
徽
省
阜
陽
県
)
　
に
帰
へ
五
年

(
一
〇
七
二
)
　
閏
七
月
'
六
六
歳
で
亡
-
な
っ
た
｡

以
上
が
欧
陽
修
の
略
歴
で
あ
る
｡

二
　
『
新
五
代
史
』
　
の
執
筆
時
期
及
び
完
成
時
期

欧
陽
修
が
『
新
五
代
史
』
の
執
筆
を
は
じ
め
た
の
は
'
彼
が
政
治
改
革
に
挫
折
し
て
'
夷
陵
県
に
左
遷
さ
れ
た
仁
宗
･
景
祐
三
年
(
一
〇
三



六
)
　
で
あ
へ
『
新
唐
書
』
の
編
修
に
携
わ
る
年
の
前
年
･
皇
祐
五
年
(
一
〇
五
三
)
　
に
は
草
稿
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
｡

も
と
も
と
交
友
の
あ
っ
た
ヂ
珠
と
分
担
執
筆
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
'
ヂ
珠
が
慶
暦
七
年
(
一
〇
四
七
)
　
に
病
死
し
た
た
め
'
結
局
欧
陽

修
ひ
と
-
で
書
-
こ
と
に
な
っ
た
｡
執
筆
に
十
八
年
を
か
け
て
い
る
｡
こ
の
執
筆
に
携
わ
っ
た
時
期
の
彼
の
年
齢
は
三
〇
歳
か
ら
四
七
歳
ま
で

で
あ
る
こ
と
か
ら
､
小
川
環
樹
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
'
こ
の
史
書
は
｢
学
者
と
し
て
も
'
ま
た
文
筆
家
と
し
て
も
成
熟
L
t
最
も
あ
ぶ
ら
の

の
っ
て
い
た
こ
ろ
の
作
品
｣
　
で
あ
-
'
壮
年
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
｡

三
　
『
新
五
代
史
』
　
の
内
容
及
び
特
徴

『
新
五
代
史
』
は
七
四
巻
･
目
録
一
巻
か
ら
な
-
'
正
史
の
一
つ
で
あ
る
｡
原
名
は
『
五
代
史
記
』
で
あ
る
が
'
北
宋
･
蒔
居
正
ら
の
手
に

ょ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
旧
五
代
史
』
に
対
し
て
『
新
五
代
史
』
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
欧
陽
俺
は
こ
の
史
書
を
完
成
し
た
後
'
公
表

せ
ず
に
い
た
が
'
彼
の
没
後
配
釜
丁
五
年
(
一
〇
七
二
)
　
に
神
宗
の
命
に
よ
-
献
上
さ
れ
､
国
子
監
に
収
め
ら
れ
､
版
木
に
彫
ら
れ
て
'
世
に
広

-
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
-
､
正
史
に
も
加
え
ら
れ
た
｡

文
体
は
'
古
文
体
で
書
か
れ
'
簡
潔
で
明
瞭
で
あ
へ
奇
数
句
を
多
-
し
て
'
リ
ズ
ム
の
変
化
を
与
え
て
お
-
'
行
動
と
対
話
が
そ
の
内
容

の
大
部
分
を
占
め
て
､
人
物
と
時
代
の
性
格
を
浮
き
彫
-
に
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
｡

内
容
は
本
紀
〓
一
巻
､
列
伝
四
五
巻
､
考
三
巻
､
世
家
一
〇
巻
､
十
国
世
家
年
譜
一
巻
､
四
夷
附
録
三
巻
か
ら
な
る
｡
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の

史
書
が
司
馬
遷
の
　
『
史
記
』
　
の
体
裁
に
倣
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

本
紀
は
極
力
『
春
秋
』
　
の
経
文
を
模
倣
し
､
一
字
一
句
に
致
誉
褒
乾
の
意
味
を
含
ま
せ
て
書
き
､
ま
た
列
伝
と
合
わ
せ
て
五
代
(
九
〇
七
～

五
九
　
後
梁
九
〇
七
～
二
三
･
後
唐
九
二
三
～
三
六
･
後
晋
九
三
六
～
四
六
･
後
漠
九
四
六
～
五
〇
･
後
周
九
五
〇
～
五
九
)
を
一
つ

『
新
五
代
史
』
世
家
訳
註
稿
(
一
)



伊
　
　
藤
　
　
宏
　
　
明

の
時
代
と
し
て
捉
え
通
史
と
し
て
表
し
た
と
い
わ
れ
る
｡
ま
た
本
紀
を
『
春
秋
』
　
の
経
文
に
倣
っ
て
極
め
て
縮
約
し
て
書
い
て
い
る
た
め
に
､

そ
の
関
連
記
事
は
列
伝
の
記
載
と
照
応
さ
せ
て
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
｡

列
伝
の
立
て
方
に
は
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
従
来
の
正
史
に
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
家
人
伝
､
名
臣
伝
'
死
節
伝
'
死
事

伝
'
一
行
伝
'
唐
六
臣
伝
､
義
児
伝
'
伶
官
伝
､
雑
伝
が
立
て
ら
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
｡
家
人
伝
を
立
て
て
尊
親
の
意
を
表
し
'
名
臣

伝
･
雑
伝
を
立
て
て
敦
誉
褒
乾
を
行
い
'
特
に
雑
伝
に
入
る
者
は
君
子
の
恥
ず
べ
き
も
の
と
し
て
排
除
し
て
い
る
｡
死
節
伝
･
死
事
伝
を
立
て

て
忠
節
の
士
を
顕
彰
L
t
一
行
伝
で
は
才
能
･
節
義
が
あ
-
な
が
ら
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
人
物
を
取
-
上
げ
て
高
-
評
価
し
て
い
る
｡
唐
六

臣
伝
で
は
唐
の
遺
臣
た
ち
を
自
己
の
保
身
を
第
一
と
し
た
'
｢
葛
生
｣
を
食
っ
た
　
(
い
い
加
減
な
態
度
で
生
き
て
い
る
)
者
た
ち
と
批
判
し
て

い
る
｡
義
児
伝
を
立
て
て
'
唐
末
五
代
に
お
い
て
義
児
(
異
姓
養
子
)
　
が
盛
ん
に
行
わ
れ
'
五
代
の
君
主
八
姓
の
う
ち
実
に
三
姓
が
義
児
か
ら

出
た
こ
と
を
指
摘
し
､
ま
た
伶
官
伝
を
立
て
て
'
楽
人
ま
た
は
道
化
役
者
な
ど
が
皇
帝
の
寵
愛
を
受
け
'
高
官
に
ま
で
も
昇
っ
た
こ
と
を
取
-

上
げ
て
'
五
代
の
混
乱
し
た
時
代
の
異
常
さ
を
表
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
｡

欧
陽
俺
は
､
五
代
に
お
い
て
は
礼
楽
･
文
章
な
ど
は
取
る
も
の
が
な
-
'
後
世
に
遺
す
も
の
は
な
い
と
考
え
'
礼
楽
･
芸
文
に
関
す
る
記
述

を
遺
さ
ず
､
司
天
･
職
方
の
二
考
だ
け
を
設
け
た
｡
彼
は
天
人
相
関
説
に
対
し
て
疑
い
を
持
っ
て
お
-
'
天
人
相
関
説
に
因
っ
て
記
述
さ
れ
て

い
る
『
旧
五
代
史
』
を
批
判
し
て
司
天
考
を
記
し
た
｡
職
方
考
を
立
て
て
､
五
代
十
国
に
お
け
る
州
名
の
変
化
･
存
廃
を
表
に
L
t
州
県
の
沿

革
を
記
し
て
『
旧
五
代
史
』
郡
県
志
の
不
備
を
補
っ
た
｡
二
考
は
こ
の
よ
う
に
『
旧
五
代
史
』
と
の
見
解
の
違
い
を
示
し
た
り
､
あ
る
い
は
そ

の
不
備
を
補
っ
た
-
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
｡

世
家
を
立
て
て
'
｢
中
国
｣
　
(
中
原
に
成
立
し
た
五
代
諸
王
朝
の
支
配
領
域
)
以
外
の
領
域
を
支
配
す
る
十
国
-
華
中
･
華
南
地
域
に
政
権
を

樹
立
し
た
九
国
と
'
山
西
に
成
立
し
た
一
国
を
あ
わ
せ
た
国
々
-
の
興
亡
史
を
表
し
た
｡
十
国
と
は
､
す
な
わ
ち
揚
州
を
中
心
に
建
て
ら
れ
た

呉
(
九
〇
二
⊥
二
七
)
､
呉
を
継
承
し
て
金
陵
を
中
心
に
建
て
ら
れ
た
南
唐
(
九
三
七
～
七
五
)
'
四
川
の
前
萄
(
八
九
一
～
九
二
五
)
･
後
萄



(
九
三
〇
～
六
五
)
､
広
東
の
南
漠
(
九
〇
九
～
七
一
)
､
湖
南
の
楚
(
九
〇
七
～
五
一
)
､
漸
江
の
呉
越
　
(
九
〇
七
～
七
八
)
'
福
建
の
閑
(
九

〇
九
～
四
五
)
､
湖
北
の
南
平
(
九
〇
七
～
六
三
)
'
山
西
の
東
漠
(
九
五
一
～
七
九
)
　
で
あ
る
｡

十
国
世
家
年
譜
を
設
け
て
い
る
が
､
｢
中
国
｣
　
に
包
摂
さ
れ
な
い
十
国
が
帝
を
称
し
て
改
元
し
ょ
う
が
ど
う
し
ょ
う
が
､
そ
う
し
た
事
実
に

は
お
構
い
な
-
 
'
た
だ
十
国
の
年
号
な
ど
を
年
譜
の
形
で
整
理
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
｡

四
夷
と
の
関
係
悪
化
を
避
け
て
外
患
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
'
四
夷
附
録
を
設
け
て
'
夷
秋
に
関
す
る
叙
述
を
し
て
い
る
｡
特
に

北
宋
で
も
最
大
の
外
患
で
あ
っ
た
契
丹
を
中
心
に
記
述
が
な
さ
れ
､
三
巻
の
内
の
二
巻
を
占
め
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
｡
そ
の
他
に
は
吐
揮
'
達

鞄
'
党
項
'
突
厭
'
吐
蕃
'
回
髄
'
干
闇
'
高
麗
'
潮
海
､
新
羅
'
黒
水
･
珠
鞠
'
南
詔
蛮
'
祥
阿
蛮
､
昆
明
'
占
城
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

最
後
に
『
新
五
代
史
』
　
に
付
さ
れ
た
徐
無
党
の
註
(
欧
陽
修
の
弟
子
)
　
つ
い
て
触
れ
る
が
､
こ
れ
は
欧
陽
修
の
筆
法
の
体
例
を
説
明
し
た
も

の
で
あ
る
｡
こ
れ
が
な
-
て
は
欧
陽
修
の
著
述
内
容
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡

以
上
が
『
新
五
代
史
』
　
の
内
容
と
特
徴
で
あ
る
｡

四
　
『
新
五
代
史
』
著
述
の
意
図

欧
陽
俺
が
『
新
五
代
史
』
を
著
述
し
た
意
図
は
､
乱
世
五
代
の
事
跡
･
人
物
の
致
誉
褒
乾
を
明
ら
か
に
し
て
､
時
世
の
鑑
戒
に
し
よ
う
と
し

た
点
に
あ
っ
た
｡
特
に
鳴
呼
で
始
ま
る
論
(
論
賛
)
　
は
｢
詠
嘆
的
で
'
個
人
的
な
感
情
が
露
わ
に
さ
れ
す
ぎ
た
と
評
せ
ら
れ
て
い
る
が
､
五
代

と
い
う
異
常
な
時
期
に
対
す
る
作
者
の
偽
ら
ざ
る
感
情
の
表
れ
｣
　
で
あ
っ
た
｡

そ
こ
で
は
人
間
生
活
の
規
範
で
あ
る
道
義
を
も
っ
て
歴
史
を
把
握
し
ょ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
'
忠
孝
仁
義
を
宣
揚
し
､
内
に
は
王
室
を

中
心
と
す
る
国
家
の
体
続
を
重
ん
じ
'
外
に
は
夷
秋
を
討
伐
し
て
国
威
を
輝
か
そ
う
と
す
る
中
華
思
想
を
基
本
に
'
皇
帝
と
官
僚
の
君
臣
関
係
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の
あ
り
方
を
中
心
と
す
る
国
家
像
を
措
い
て
い
る
｡

こ
う
し
た
姿
勢
で
全
編
を
一
貫
し
た
立
場
で
書
き
つ
づ
け
て
'
『
新
五
代
史
』
は
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
｡

三
〇

･
王

一
言
口

(
一
)
本
稿
で
は
翻
訳
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
を
一
般
に
通
行
し
て
い
る
中
華
書
局
出
版
の
標
点
本
『
新
五
代
史
』
仝
三
冊
を
使
用
す
る
の
で
'
こ
こ
で
は
『
新

五
代
史
』
　
に
名
称
を
統
一
す
る
｡

参
考
文
献

清
･
趨
翼
撰

佐
中
　
壮
著

吉
田
清
治
著

内
藤
湖
南
著

小
川
環
樹
著

石
田
　
肇
著

石
田
　
肇
著

小
林
義
贋
著

小
林
義
廉
著

『
二
十
二
史
別
記
』

｢
新
五
代
史
撰
述
の
事
情
｣
　
(
『
史
学
雑
誌
』
五
〇
-
二
　
一
九
三
九
)

『
北
宋
全
盛
期
の
歴
史
』
　
(
弘
文
堂
書
房
一
九
四
一
)

『
支
那
史
学
史
』
　
(
弘
文
堂
一
九
四
九
)

｢
新
五
代
史
の
文
体
の
特
色
｣
　
(
『
中
国
文
学
報
』
一
八
一
九
六
三
)

｢
新
五
代
史
撰
述
の
経
緯
｣
(
『
東
洋
文
化
』
復
刊
四
一
･
四
二
一
九
七
七
)

｢
新
五
代
史
の
体
例
に
つ
い
て
｣
　
(
『
東
方
学
』
五
四
一
九
七
七
)

｢
欧
陽
修
に
お
け
る
歴
史
叙
述
と
慶
暦
の
改
革
｣
(
『
史
林
』
六
六
-
四
一
九
八
三
)

『
欧
陽
惰
　
そ
の
生
涯
と
宗
族
』
　
(
創
文
社
　
二
〇
〇
〇
)

｢
庭
陵
欧
陽
文
忠
公
年
譜
｣
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
　
(
『
四
部
叢
刊
』
初
編
集
部
)

『
新
五
代
史
』
七
四
巻
･
目
録
一
巻

『
宋
史
』
巻
三
一
九
･
欧
陽
修
伝



凡
　
例

一
宋
･
欧
陽
修
撰
･
徐
無
薫
註
『
新
五
代
史
』
七
十
四
巻
(
北
京
中
華
書
局
排
印
本
一
九
七
四
)
を
底
本
と
L
t
百
納
本
『
五
代
史
記
』
七
十
四
巻

(
上
海
商
務
印
書
館
滴
券
模
景
印
本
)
及
び
活
･
呉
蘭
庭
撰
･
曽
始
券
校
点
『
五
代
史
記
纂
誤
補
』
四
巻
､
清
･
周
寿
昌
撰
･
雀
文
印
校
点
『
五
代
史
記
纂

誤
補
続
』
一
巻
'
清
･
呉
光
耀
･
曽
始
券
校
点
『
五
代
史
記
纂
誤
続
補
』
六
巻
(
博
塊
掠
･
徐
海
栄
･
徐
書
軍
主
編
『
五
代
史
書
嚢
篇
』
仝
十
冊
　
杭
州

出
版
社
　
二
〇
〇
四
)
　
を
参
考
と
し
た
｡

一
地
名
の
現
所
在
地
は
魂
嵩
山
主
編
『
中
国
歴
史
地
名
大
辞
典
』
　
(
広
東
教
育
出
版
社
一
九
九
五
)
　
に
拠
っ
た
｡

一
　
[
　
]
　
内
の
文
は
訳
者
の
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
｡

一
　
(
　
)
　
内
は
訳
者
の
註
釈
で
あ
る
｡

一
本
来
な
ら
原
文
の
部
分
と
訳
文
の
そ
れ
を
対
照
さ
せ
て
記
載
す
べ
き
で
あ
る
が
'
敢
え
て
原
文
を
文
末
に
置
い
た
｡
訳
文
全
体
を
通
し
て
読
ん
で
い
た

だ
-
た
め
に
こ
の
形
を
取
っ
た
次
第
で
あ
る
｡

『
新
五
代
史
』
巻
六
一

あ
あ
､
唐
が
政
治
を
誤
り
､
天
下
[
の
人
々
]
　
が
そ
の
機
に
つ
け
込
ん
で
'
顔
に
入
れ
墨
や
髪
剃
-
の
刑
を
受
け
る
よ
う
な
罪
を
犯
し
た
り

不
法
な
商
い
を
し
た
-
し
て
'
新
た
な
天
子
が
起
っ
た
｡
呉
と
南
唐
で
は
地
方
に
勢
力
を
は
っ
て
い
た
悪
妹
な
大
族
が
そ
の
地
を
か
す
め
取
っ

た
｡
萄
は
要
害
堅
固
で
豊
か
で
あ
-
､
漠
は
守
-
が
か
た
か
っ
た
け
れ
ど
も
貧
し
か
っ
た
｡
[
し
か
し
]
　
貧
し
い
国
は
自
ら
つ
と
め
て
努
力
し

て
　
[
存
続
し
]
､
富
め
る
国
は
先
に
滅
亡
し
て
し
ま
っ
た
｡
閑
は
　
[
領
地
が
]
　
狭
-
 
､
荊
[
南
]
　
は
四
方
か
ら
迫
ら
れ
'
楚
は
都
か
ら
離
れ
た

辺
境
の
地
を
開
い
た
｡
[
人
々
が
]
略
奪
に
堪
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
呉
越
が
最
も
甚
だ
し
い
｡
嶺
南
の
蟹
族
(
一
)
[
の
人
々
]
　
は
'
人
を
犠
牲

の
動
物
の
よ
う
に
し
か
見
な
い
劉
氏
(
南
漠
を
建
国
し
た
劉
氏
を
指
す
)
　
を
迎
え
た
｡
百
年
の
間
'
さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
が
立
ち
上
が
っ
て
覇
を
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争
い
あ
っ
た
た
め
'
山
川
[
の
交
通
路
]
も
途
絶
え
'
風
俗
も
通
じ
な
-
な
っ
た
｡
｢
[
ま
さ
に
太
陽
が
の
ぼ
ろ
う
と
す
る
と
､
]
清
風
が
お
こ

り
'
も
ろ
も
ろ
の
陰
気
が
ひ
れ
ふ
す
｡
(
二
)
太
陽
や
月
が
出
る
と
､
た
い
ま
つ
の
火
が
消
え
る
(
≡
)
｣
と
い
わ
れ
る
｡
だ
か
ら
聖
人
が
出
て
天
下

を
統
一
す
る
の
で
あ
る
｡
十
国
世
家
を
作
る
｡

呉
世
家
第
暮

楊
行
密
　
(
本
号
)
　
子
･
渥
　
隆
演
　
浦
(
次
号
)

楊
行
密
(
四
)
は
'
字
は
化
源
'
鹿
川
合
肥
県
(
安
徽
省
合
肥
市
)
　
の
人
で
あ
っ
た
｡
彼
は
背
丈
が
高
-
'
身
体
が
大
き
-
て
力
持
ち
で
､

素
手
で
百
斤
(
約
六
〇
k
g
)
　
の
も
の
を
持
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
｡
唐
の
　
[
億
宗
･
]
乾
符
年
間
(
八
七
四
～
九
)
､
江
涯
地
域
に
盗
賊
が

起
こ
る
と
､
行
密
は
盗
賊
と
な
っ
た
が
､
捕
ら
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
｡
[
鹿
川
]
刺
史
鄭
柴
(
五
)
は
彼
の
容
貌
が
-
つ
ば
で
あ
っ
た
の
で
､
縄

を
解
い
て
放
免
し
て
や
っ
た
｡
後
に
募
兵
に
応
じ
て
州
の
兵
隊
と
な
-
､
朔
方
に
派
遣
さ
れ
国
境
を
守
備
し
て
'
隊
長
に
昇
進
し
た
｡
任
期
を

終
え
て
帰
還
し
た
が
､
軍
の
指
揮
官
が
彼
を
ね
た
ん
で
'
再
び
国
境
守
備
に
派
遣
し
ょ
う
と
も
-
ろ
ん
だ
｡
行
密
は
任
地
に
赴
こ
う
と
し
て
'

軍
の
指
揮
官
の
宿
舎
を
通
-
過
ぎ
よ
う
と
し
た
｡
[
そ
の
と
き
]
　
軍
の
指
揮
官
が
心
の
な
い
う
ま
い
言
葉
で
'
行
密
が
出
発
に
際
し
て
欲
し
い

も
の
は
何
か
な
い
か
と
た
ず
ね
た
｡
行
密
は
奮
い
立
っ
て
｢
た
だ
公
の
首
だ
け
だ
｣
と
言
い
捨
て
､
た
ち
ど
こ
ろ
に
彼
の
首
を
は
ね
た
｡
首
を

か
か
げ
て
外
に
出
て
決
起
し
て
乱
を
企
て
､
自
ら
八
営
都
知
兵
馬
使
(
六
)
で
あ
る
と
言
い
ふ
ら
し
た
｡
刺
史
郎
幼
復
(
七
)
が
城
を
棄
て
て
逃
亡

し
た
た
め
'
行
密
は
遂
に
鹿
川
に
拠
点
を
置
い
た
｡

中
和
三
年
(
八
八
三
)
､
唐
朝
は
そ
こ
で
行
密
を
鹿
川
刺
史
に
任
命
し
た
｡
[
光
啓
三
年
(
八
八
七
)
'
]
補
註
(
l
)
港
南
節
度
使
高
餅
(
八
)
は
　
[
部



下
で
あ
っ
た
]
　
畢
師
鐸
(
九
)
に
　
[
治
所
で
あ
る
揚
州
を
]
攻
め
ら
れ
た
た
め
'
行
密
を
行
軍
司
馬
(
一
｡
)
に
任
命
し
た
｡
[
そ
こ
で
]
行
密
は
数

千
の
兵
を
率
い
て
揚
州
に
赴
こ
う
と
し
て
､
[
揚
州
]
　
天
長
[
県
]
　
(
安
徽
省
天
長
県
)
　
に
到
着
し
た
｡
[
し
か
し
]
師
鐸
が
す
で
に
餅
を
囚
ら

え
て
'
[
昔
の
仲
間
で
あ
っ
た
]
　
宣
州
　
(
安
徽
省
宣
州
市
)
　
[
観
察
使
]
　
秦
彦
…
)
を
引
き
入
れ
て
揚
州
に
入
城
さ
せ
て
い
た
た
め
'
行
密
は

[
揚
州
に
]
　
入
る
こ
と
が
で
き
ず
に
'
萄
岡
(
江
蘇
省
揚
州
市
西
北
)
　
に
軍
を
駐
屯
さ
せ
た
｡
師
鐸
が
兵
数
万
を
率
い
て
　
[
揚
州
城
を
]
出
て

行
密
に
攻
撃
を
加
え
て
き
た
た
め
'
行
密
は
敗
れ
た
と
偽
っ
て
'
陣
営
を
放
棄
し
て
逃
げ
去
っ
た
｡
師
鐸
の
兵
は
飢
え
て
い
た
た
め
'
勝
ち
に

乗
じ
て
　
[
行
密
の
]
　
軍
営
に
進
入
し
､
兵
糧
や
装
備
を
奪
い
合
っ
た
｡
[
そ
こ
で
]
行
密
が
兵
を
反
転
さ
せ
て
攻
撃
を
加
え
た
め
'
師
鐸
は
大

敗
し
､
単
騎
で
揚
州
城
に
逃
げ
帰
-
､
遂
に
高
餅
を
殺
害
し
た
｡
行
密
は
餅
が
死
ん
だ
こ
と
を
聞
き
､
兵
に
白
の
喪
服
を
着
せ
､
揚
州
城
に
向

か
っ
て
働
笑
す
る
こ
と
､
三
日
に
及
ん
だ
｡
[
行
密
が
]
揚
州
城
の
西
門
を
攻
め
る
と
､
彦
と
師
鐸
は
東
塔
(
江
蘇
省
揚
州
市
東
北
)
　
に
逃
げ

去
っ
た
｡
行
密
は
遂
に
揚
州
城
に
入
っ
た
｡

こ
の
時
す
で
に
城
中
の
穀
物
倉
が
空
っ
ぽ
で
あ
っ
た
｡
飢
え
た
民
は
互
い
に
殺
し
合
っ
て
食
ら
い
､
夫
婦
や
父
子
は
す
す
ん
で
互
い
に
屠
殺

業
者
の
所
に
引
っ
張
っ
て
き
て
こ
れ
を
売
っ
た
｡
[
そ
こ
で
]
屠
殺
業
者
は
羊
や
豚
の
よ
う
に
こ
れ
を
切
-
さ
ば
い
た
｡
[
こ
う
し
た
あ
-
さ
ま

だ
っ
た
の
で
､
]
　
行
密
は
　
[
揚
州
を
]
　
守
-
き
れ
な
い
と
思
い
､
逃
げ
よ
う
と
考
え
た
｡
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
察
州
[
節
度
使
]
　
の
秦

宗
権
(
…
が
弟
の
宗
衛
を
派
遣
し
て
涯
南
の
地
を
奪
い
取
ら
せ
よ
う
と
し
た
｡
[
そ
こ
に
]
彦
と
師
鐸
が
東
塘
か
ら
戻
っ
て
き
て
､
宗
衛
と
合

流
し
た
｡
[
し
か
し
]
　
行
密
は
城
を
閉
じ
て
敢
え
て
出
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
｡
や
が
て
宗
衛
が
副
将
の
孫
儒
(
≡
)
に
殺
さ
れ
た
｡
[
軍
の
実

権
を
握
っ
た
]
儒
が
高
郵
[
県
]
　
(
江
蘇
省
高
郵
県
)
　
を
攻
め
て
こ
れ
を
撃
破
し
た
の
で
'
行
密
は
益
ま
す
恐
れ
た
｡
彼
の
食
客
で
あ
っ
た
衷

襲
(
壷
が
言
っ
た
｡

｢
私
が
新
た
に
寄
せ
集
め
ら
れ
た
兵
で
も
っ
て
装
備
も
兵
糧
も
な
い
城
を
守
-
ま
し
ょ
う
｡
し
か
し
諸
将
に
は
餅
の
昔
な
じ
み
が
多
-
､
手

厚
い
恩
恵
を
与
え
た
-
､
平
素
の
信
義
を
抱
い
た
-
､
力
で
治
め
よ
う
と
し
て
も
あ
な
た
様
に
心
か
ら
従
う
よ
う
な
者
は
お
-
ま
す
ま
い
｡
今
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ま
さ
に
孫
儒
の
兵
は
意
気
盛
ん
で
'
攻
め
れ
ば
必
ず
勝
ち
ま
し
ょ
う
｡
今
は
､
諸
将
が
迷
っ
て
決
心
し
か
ね
て
お
-
'
[
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
勢
の
]

強
い
か
弱
い
か
に
よ
っ
て
､
味
方
す
る
か
背
-
か
を
選
ん
で
い
る
時
で
ご
ざ
い
ま
す
｡
海
陵
　
(
江
蘇
省
泰
州
市
)
　
鎮
使
高
覇
(
一
五
)
は
餅
の
旧

将
で
す
か
ら
'
仝
-
我
ら
の
役
に
は
立
ち
ま
す
ま
い
｣

そ
こ
で
行
密
は
軍
令
を
出
し
て
覇
を
呼
び
寄
せ
た
｡
覇
は
自
ら
の
兵
を
率
い
て
広
陵
(
揚
州
を
指
す
)
　
に
入
っ
た
｡
行
密
は
覇
に
天
長
[
県
]

(
安
徽
省
天
長
県
)
を
守
ら
せ
よ
う
と
考
え
た
｡
[
し
か
し
]
襲
は
　
[
反
対
し
て
]
言
っ
た
｡

｢
私
は
覇
に
疑
い
を
持
っ
て
い
た
の
で
､
呼
び
寄
せ
た
の
で
す
｡
二
度
と
用
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
｡
そ
も
そ
も
我
ら
が
儒
に
勝
て
ま
し

た
な
ら
､
覇
を
任
用
す
る
所
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
｡
不
幸
に
し
て
勝
て
ま
せ
ん
で
し
た
ら
'
天
長
[
県
]
　
は
ど
う
し
て
我
が
所
有
と
な
-
ま
し
ょ

う
や
｡
覇
を
殺
し
て
彼
の
兵
を
併
合
す
る
方
が
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
｣

行
密
は
軍
を
慰
労
す
る
こ
と
に
託
け
て
覇
を
捕
ら
え
て
族
滅
L
t
彼
の
兵
数
千
を
獲
得
し
た
｡
ほ
ど
な
-
し
て
孫
儒
は
秦
彦
と
畢
師
鐸
を
殺

し
/
､
彼
ら
の
兵
を
併
合
し
て
行
密
を
攻
め
て
き
た
｡
行
密
は
海
陵
[
鎮
]
　
に
逃
れ
よ
う
と
考
え
た
｡
[
し
か
し
]
襲
は
言
っ
た
｡

｢
海
陵
は
守
る
の
が
難
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
｡
で
す
が
鹿
州
は
旧
支
配
地
で
あ
-
､
城
壁
や
倉
が
完
備
し
て
お
-
'
今
後
の
計
略
を
立
て
る

の
が
容
易
で
ご
ざ
い
ま
す
｣

そ
こ
で
行
密
は
鹿
川
に
逃
れ
た
｡
し
ば
ら
-
し
て
も
[
行
密
は
]
向
か
う
地
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
'
襲
に
尋
ね
た
｡

｢
わ
し
は
､
戟
い
を
や
め
､
行
程
を
倍
に
し
て
'
西
の
洪
州
(
江
西
省
南
昌
市
)
を
取
ろ
う
と
思
う
が
､
ど
う
か
｣

襲
は
答
え
た
｡

｢
鍾
伝
≡
ハ
)
は
新
た
に
江
西
を
手
に
入
れ
､
そ
の
勢
力
を
推
し
は
か
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
｡
し
か
し
秦
彦
は
広
陵
に
入
城
す
る
と
す
ぐ

に
'
池
川
(
安
徽
省
貴
池
市
)
刺
史
趨
鐘
(
一
七
)
を
招
碑
し
て
宣
州
(
安
徽
省
宣
州
市
)
を
委
ね
ま
し
た
｡
今
､
彦
は
と
-
あ
え
ず
死
に
'
鐘

は
頼
る
と
こ
ろ
を
失
っ
て
お
-
ま
す
｡
し
か
も
宣
州
を
守
る
こ
と
は
彼
本
来
の
願
い
で
は
な
-
'
そ
の
う
え
彼
の
人
と
な
り
か
ら
し
て
あ
な
た



様
の
敵
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
｡
こ
こ
は
取
る
べ
き
で
す
｣

そ
こ
で
行
密
は
兵
を
率
い
て
鐘
を
攻
め
､
馬
山
(
安
徽
省
当
塗
県
西
南
)
　
で
戟
い
'
大
い
に
打
ち
負
か
し
た
｡
進
撃
し
て
宣
州
を
取
-
囲
ん

だ
｡
[
そ
の
た
め
]
鐘
は
城
を
棄
て
て
逃
げ
た
が
'
[
行
密
の
兵
が
]
追
い
つ
い
て
彼
を
殺
し
た
｡
行
密
は
つ
い
に
宣
州
に
入
っ
た
｡

[
昭
宗
･
]
龍
紀
元
年
(
八
八
九
)
'
唐
朝
は
行
密
を
宣
州
観
察
傍
に
任
命
し
た
｡
行
密
は
田
頼
(
一
八
)
･
安
仁
義
(
完
)
･
李
神
福
(
｡
｡
)
ら
を

派
遣
し
て
漸
西
(
鎮
海
軍
節
度
使
の
統
轄
地
域
を
指
す
)
を
攻
め
さ
せ
､
[
大
順
元
年
(
八
九
〇
)
]
(
補
誌
二
)
､
蘇
(
江
蘇
省
蘇
州
市
)
･
常
(
江

蘇
省
常
州
市
)
･
潤
州
(
江
蘇
省
鎮
江
市
)
を
取
っ
た
｡
[
大
順
]
二
年
(
補
註
三
)
(
八
九
一
)
'
[
港
南
節
度
使
管
轄
下
の
]
源
(
安
徽
省
勝
川
市
)

･
和
州
(
安
徽
省
和
県
)
を
取
っ
た
｡
[
昭
宗
･
]
景
福
元
年
(
八
九
二
)
'
[
准
南
節
度
使
管
轄
下
の
]
楚
州
(
江
蘇
省
涯
安
市
)
を
取
っ
た
｡

孫
儒
が
行
密
を
追
い
出
し
て
広
陵
に
入
っ
て
か
ら
､
し
ば
ら
-
し
て
[
こ
こ
も
]
ま
た
守
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
｡
そ
こ
で
城
を
焼
き
'

民
の
う
ち
の
老
人
や
病
人
を
殺
し
て
､
軍
に
兵
糧
を
送
-
､
兵
を
駆
-
立
て
て
江
を
渡
っ
た
｡
[
そ
の
兵
は
]
　
五
十
万
と
言
い
ふ
れ
､
行
密
を

攻
撃
し
た
｡
[
楊
行
密
の
]
諸
将
の
田
頼
･
劉
威
ら
は
こ
れ
に
遭
遇
し
'
た
ち
ま
ち
敗
退
し
た
｡
[
そ
こ
で
]
行
密
は
銅
官
(
安
徽
省
鋼
陵
市
)

に
逃
れ
よ
う
と
思
っ
た
｡
[
そ
の
時
]
彼
の
食
客
で
あ
っ
た
戴
友
規
(
二
=
が
言
っ
た
｡

｢
儒
が
　
[
攻
め
て
]
来
ま
し
た
が
'
意
気
が
盛
ん
で
兵
も
多
ご
ざ
い
ま
す
｡
で
す
か
ら
彼
の
精
鋭
は
阻
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
'
打
ち
砕

-
こ
と
は
で
き
ま
す
L
t
大
勢
の
兵
に
は
敵
い
ま
せ
ん
が
t
 
L
ば
ら
-
す
れ
ば
破
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
も
し
こ
の
状
況
を
避
け
て
お
逃
げ
に

な
-
ま
し
た
な
ら
ば
､
檎
に
な
る
だ
け
ご
ざ
い
ま
す
｣

劉
威
(
二
二
)
も
言
っ
た
｡

｢
城
を
背
に
L
t
柵
を
堅
固
に
し
て
い
て
さ
え
す
れ
ば
'
戟
わ
な
い
で
儒
の
兵
を
疲
弊
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｣

行
密
は
も
っ
と
も
だ
と
思
っ
た
｡
し
ば
ら
-
し
て
儒
の
軍
隊
が
飢
え
'
疫
病
も
蔓
延
し
た
の
で
'
行
密
は
全
軍
を
あ
げ
て
攻
撃
し
た
｡
[
そ

の
結
果
]
儒
は
敗
北
し
て
'
捕
ら
え
ら
れ
た
｡
[
儒
は
]
　
死
に
直
面
し
て
'
顔
を
上
げ
ふ
-
か
え
っ
て
威
を
見
て
言
っ
た
｡
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史
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伊
　
　
藤
　
　
宏
　
　
明

｢
貴
公
が
こ
の
作
戦
を
立
て
て
わ
し
を
破
っ
た
と
聞
い
た
｡
わ
し
に
貴
公
の
よ
う
な
将
を
持
た
せ
た
な
ら
ば
'
敗
れ
た
で
あ
ろ
う
か
'
い
や

敗
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
に
｣

行
密
は
儒
の
生
き
残
っ
た
数
千
の
兵
を
集
め
て
'
黒
い
装
束
に
鎧
を
着
け
さ
せ
､
｢
黒
雲
都
｣
と
名
づ
け
て
､
親
衛
軍
と
し
て
常
置
さ
せ
た
｡

こ
の
歳
､
ふ
た
た
び
揚
州
に
入
っ
た
｡
[
そ
こ
で
]
　
唐
朝
は
行
密
を
港
南
節
度
使
に
任
命
し
た
｡
乾
寧
二
年
　
(
八
九
五
)
　
に
検
校
太
博
･
同

中
書
門
下
平
章
事
(
二
三
)
を
加
え
た
｡
行
密
は
田
額
に
宣
州
を
守
ら
せ
'
安
仁
義
に
潤
州
を
守
ら
せ
た
｡
昇
州
　
(
江
蘇
省
南
京
市
)
　
刺
史
鳩
弘

鐸
(
二
四
)
が
帰
属
し
て
き
た
｡
疎
ら
を
本
隊
か
ら
分
け
て
派
遣
し
て
攻
略
さ
せ
'
湛
水
以
南
及
び
長
江
以
東
の
諸
州
を
す
べ
て
陥
と
し
た
｡
進

撃
し
て
蘇
州
を
攻
め
､
刺
史
成
及
(
二
五
)
を
檎
に
し
た
｡
四
年
　
(
八
九
七
)
'
充
州
　
(
山
東
省
充
州
県
)
　
[
節
度
使
]
　
宋
珪
(
二
六
)
が
行
密
の
も
と

に
逃
れ
た
｡
当
初
､
理
は
梁
[
の
未
仝
忠
]
(
二
七
)
に
攻
め
ら
れ
た
た
め
'
援
軍
を
晋
[
の
李
克
用
]
(
二
八
)
に
求
め
た
｡
晋
が
李
承
嗣
(
二
九
)
に
精

鋭
な
騎
兵
数
千
を
率
い
さ
せ
て
壇
を
援
護
さ
せ
た
が
'
理
が
敗
れ
た
た
め
'
共
に
行
密
の
も
と
に
逃
亡
し
た
｡
行
密
の
兵
隊
は
み
な
江
･
涯
の

人
々
で
構
成
さ
れ
'
[
特
に
]
涯
の
兵
は
軽
装
備
で
弱
か
っ
た
｡
壇
の
騎
兵
の
精
鋭
軍
を
獲
得
し
て
､
軍
は
ま
す
ま
す
志
気
が
あ
が
っ
た
｡

こ
の
歳
'
梁
の
太
祖
[
宋
仝
忠
]
　
が
葛
従
周
(
三
｡
)
･
庸
師
古
(
三
二
を
派
遣
し
て
行
密
の
寿
州
(
安
徽
省
寿
県
)
　
を
攻
撃
さ
せ
た
が
､
行
密

は
梁
の
軍
を
清
口
(
清
河
口
を
指
す
｡
江
蘇
省
准
陰
市
西
南
)
　
で
撃
破
し
て
'
師
古
を
殺
し
た
｡
し
か
し
従
周
が
兵
を
集
め
て
逃
げ
た
の
で
､

浄
河
(
源
が
安
徽
省
蕃
山
県
南
蕃
山
か
ら
出
て
'
北
流
し
て
寿
県
の
西
･
正
陽
関
に
至
っ
て
准
河
に
入
る
川
)
　
で
追
い
つ
い
て
'
ふ
た
た
び
大

い
に
破
っ
た
｡

五
年
(
八
九
八
)
'
銭
謬
(
三
｡
)
が
蘇
州
を
攻
め
て
'
周
本
(
三
三
)
と
白
方
湖
(
現
地
名
不
明
)
　
で
戦
っ
た
が
'
本
が
敗
れ
た
た
め
'
〔
光
化
元

午
(
八
九
八
)
〕
(
補
註
四
)
'
蘇
州
は
ふ
た
た
び
　
[
呉
]
越
に
入
っ
た
｡
天
復
元
年
(
九
〇
一
)
､
李
神
福
を
派
遣
し
て
　
[
呉
]
越
を
攻
撃
さ
せ
た
｡

[
神
福
は
]
臨
安
[
県
]
　
(
新
江
省
臨
安
県
西
北
)
　
で
ノ
戟
い
'
大
い
に
敗
-
'
呉
越
の
将
顧
仝
武
を
檎
に
し
て
帰
還
し
た
｡

二
年
(
九
〇
二
)
'
鳩
弘
鐸
は
叛
乱
を
起
こ
し
て
､
宣
州
を
襲
撃
L
t
田
額
と
局
山
(
安
徽
省
当
塗
県
西
南
)
　
で
戟
か
っ
た
｡
[
し
か
し
]
弘



鐸
は
敗
れ
'
海
に
逃
れ
よ
う
と
し
た
｡
行
密
は
自
ら
東
塘
(
江
蘇
省
揚
州
市
東
北
湾
頭
鎮
付
近
)
　
に
出
向
い
て
弘
鐸
を
迎
え
入
れ
よ
う
と
'
人

を
遣
っ
て
弘
鐸
に
告
げ
さ
せ
た
｡

｢
勝
敗
と
い
う
も
の
は
戟
い
に
は
つ
き
も
の
で
あ
る
｡
一
度
の
戟
い
で
敗
れ
た
ぐ
ら
い
で
､
ど
う
し
て
苦
し
ん
で
自
分
か
ら
島
に
身
を
棄
て

よ
う
と
す
る
の
か
｡
わ
し
の
幕
府
は
小
さ
い
が
'
そ
れ
で
も
ま
だ
　
貴
君
を
受
け
入
れ
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
き
る
ぞ
｣

弘
鐸
は
う
れ
し
涙
を
流
し
た
｡
行
密
は
十
騎
あ
ま
-
を
従
え
て
､
馳
せ
て
彼
の
軍
に
入
-
､
弘
鐸
を
節
度
副
使
に
任
命
L
t
弘
鐸
に
代
わ
っ

て
李
神
福
を
昇
州
刺
史
に
充
て
た
｡

こ
の
歳
､
唐
の
昭
宗
は
'
岐
(
三
四
)
に
い
た
と
き
に
､
江
涯
宣
諭
便
季
候
(
｡
云
)
を
派
遣
し
て
行
密
を
東
面
諸
道
行
営
都
統
･
検
校
太
師
･
中

書
令
(
三
六
)
に
任
命
し
､
呉
王
[
の
位
]
を
授
け
さ
せ
た
｡
三
年
(
九
〇
三
)
'
[
行
密
は
]
李
神
福
を
郡
岳
招
討
使
(
三
七
)
に
任
命
L
t
　
[
武
昌
節

度
使
]
杜
洪
(
三
八
)
を
攻
撃
さ
せ
た
｡
荊
南
[
節
度
使
]
　
の
成
酒
(
三
九
)
が
洪
を
救
お
う
と
し
た
の
で
､
神
福
は
荊
南
の
軍
を
君
山
(
湖
南
省
岳

陽
市
西
南
)
　
で
破
っ
た
｡

梁
の
軍
が
青
州
(
山
東
省
青
州
市
)
を
攻
め
て
き
た
の
で
'
[
平
鹿
節
度
使
]
王
師
範
(
四
｡
)
は
　
[
行
密
に
]
援
軍
を
求
め
て
き
た
｡
[
そ
こ

で
]
　
王
茂
幸
(
讐
)
を
遣
っ
て
青
州
を
救
援
さ
せ
､
大
い
に
梁
の
軍
を
破
-
'
宋
友
寧
を
殺
し
た
｡
友
寧
は
梁
の
太
祖
の
　
[
兄
の
]
息
子
(
補
註
五
)

で
あ
る
｡
太
祖
は
ひ
ど
-
怒
っ
て
'
自
分
か
ら
　
[
軍
を
]
率
い
て
茂
章
を
撃
と
う
し
た
｡
軍
勢
は
二
十
万
と
言
い
ふ
れ
た
｡
[
し
か
し
]
　
ふ
た

た
び
茂
幸
に
敗
れ
た
｡

田
額
は
叛
乱
を
起
こ
す
と
'
昇
州
を
襲
撃
し
て
李
神
福
の
妻
子
を
捕
ら
え
､
宣
州
に
帰
還
し
た
｡
[
そ
こ
で
]
　
行
密
が
神
福
を
召
還
し
て
額

を
討
伐
し
ょ
う
と
し
た
の
で
'
頭
は
自
分
の
武
将
で
あ
る
王
壇
を
遣
っ
て
こ
れ
を
迎
え
撃
た
せ
た
｡
ま
た
神
福
に
書
簡
を
送
-
'
彼
の
妻
子
を

[
楯
に
取
っ
て
]
神
福
を
　
[
味
方
に
]
引
き
入
れ
よ
う
と
し
た
が
､
[
そ
れ
に
対
し
て
]
神
福
は
い
っ
た
｡

｢
わ
し
は
一
兵
卒
か
ら
呉
王
に
従
っ
て
義
兵
を
起
こ
し
た
が
､
今
は
大
将
と
な
っ
て
お
る
｡
恩
義
に
逆
ら
っ
て
､
妻
子
を
思
い
や
る
こ
と
に
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伊
　
　
藤
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耐
え
ら
れ
よ
う
か
'
耐
え
ら
れ
は
し
な
い
｣

[
神
福
は
]
直
ち
に
額
の
使
者
を
斬
-
捨
て
自
ら
絶
交
し
た
｡
軍
の
兵
士
は
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
感
激
し
奮
い
立
っ
た
｡
[
神
福
が
]
吉
陽

磯
(
安
徽
省
東
至
県
西
北
吉
陽
鎮
付
近
)
　
に
到
着
す
る
と
､
額
は
神
福
の
子
･
承
鼎
を
捕
ら
え
て
神
福
を
招
き
寄
せ
よ
う
と
し
た
｡
[
し
か
し
]

神
福
は
側
つ
き
の
家
来
を
叱
っ
て
息
子
を
射
さ
せ
､
遂
に
壇
の
軍
を
吉
陽
で
破
っ
た
｡
行
密
は
別
に
　
[
漣
水
利
置
使
]
董
濠
(
四
｡
)
を
派
遣
し

て
額
を
攻
撃
さ
せ
た
｡
[
そ
の
結
果
]
　
額
は
敗
れ
て
死
ん
だ
｡
当
初
､
頼
'
安
仁
義
'
宋
延
寿
(
四
三
)
は
み
な
行
密
に
従
っ
て
卑
賎
か
ら
身
を
起

こ
し
'
[
活
躍
し
た
結
果
'
]
江
涯
が
や
っ
と
治
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
'
民
力
や
兵
力
を
休
め
養
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
し
か
し
三

人
が
み
な
勇
猛
で
掌
握
す
る
の
が
難
し
い
の
で
､
[
行
密
は
]
彼
ら
を
除
こ
う
と
思
っ
た
が
､
ま
だ
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
｡
天
復

二
年
(
九
〇
二
)
､
銭
鍔
は
自
分
の
武
将
で
あ
る
許
再
思
(
四
四
)
ら
に
叛
乱
を
起
こ
さ
れ
て
'
こ
れ
を
取
-
囲
ん
だ
が
､
[
そ
こ
で
]
再
思
は
額

を
招
い
て
鍔
を
攻
め
さ
せ
た
｡
杭
州
[
の
反
乱
軍
側
]
　
が
今
に
も
勝
利
し
そ
う
で
あ
っ
た
が
､
行
密
は
謬
か
ら
の
賄
賂
を
受
け
取
っ
て
'
額
に

命
じ
て
武
装
を
解
除
さ
せ
た
｡
[
だ
が
'
]
額
は
こ
の
行
為
を
憎
ん
だ
｡
額
は
以
前
に
広
陵
[
攻
略
]
を
図
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
'

[
そ
の
際
に
]
行
密
の
諸
将
の
多
-
が
額
に
賄
賂
を
求
め
､
ま
た
牢
獄
の
小
役
人
も
こ
れ
を
要
求
す
る
者
が
い
た
｡
[
し
か
し
]
額
は
怒
っ
て
言

い
放
っ
た
｡

｢
小
役
人
め
､
わ
し
を
獄
に
繋
ご
う
と
考
え
て
お
る
の
か
｣

積
は
　
[
支
配
地
の
宣
州
に
]
帰
っ
て
､
遂
に
[
行
密
に
]
背
い
て
叛
乱
を
起
こ
し
た
｡

仁
義
は
こ
の
挙
を
聞
い
て
､
ま
た
叛
乱
を
起
こ
し
､
東
塘
を
焼
き
､
常
州
を
襲
撃
し
た
｡
常
州
刺
史
李
遇
(
四
五
)
は
　
[
城
を
]
出
て
戦
い
､

仁
義
を
眺
め
見
て
甚
だ
し
-
罵
っ
た
｡
仁
義
は
軍
を
留
め
て
言
っ
た
｡

｢
李
遇
が
強
い
て
あ
の
よ
う
に
わ
し
に
恥
を
か
か
せ
よ
う
と
す
る
の
は
'
必
ず
伏
兵
が
あ
る
か
ら
じ
ゃ
｣

遂
に
軍
を
引
い
て
退
い
た
｡
果
た
し
て
伏
兵
が
現
れ
､
爽
岡
(
江
蘇
省
丹
陽
市
北
)
(
補
註
六
)
ま
で
追
っ
て
き
た
｡
仁
義
は
職
を
立
て
'
鎧
を



解
い
て
食
事
を
取
っ
て
い
た
が
'
遇
の
兵
は
無
理
に
追
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
｡
[
そ
こ
で
]
　
仁
義
は
ふ
た
た
び
潤
州
に
入
っ
た
｡
行
密
は

[
潤
州
行
営
招
討
使
]
王
茂
章
･
[
馬
歩
軍
使
]
李
徳
誠
(
四
六
)
･
[
馬
軍
都
指
揮
使
]
米
志
誠
(
四
七
)
ら
を
派
遣
し
て
潤
州
を
包
囲
さ
せ
た
｡
呉

の
軍
中
は
､
宋
壇
の
梁
に
長
じ
て
い
る
こ
と
と
志
誠
の
弓
に
長
じ
て
い
る
こ
と
を
重
ん
じ
て
､
み
な
第
一
と
し
た
｡
し
か
し
仁
義
は
以
前
に
弓

の
技
を
自
慢
し
て
言
っ
た
｡

｢
志
誠
の
弓
十
矢
は
理
の
契
一
本
に
か
な
わ
な
い
｡
[
そ
し
て
]
壇
の
梁
十
本
は
仁
義
の
弓
一
矢
に
か
な
わ
な
い
｡
[
こ
れ
ほ
ど
わ
し
の
技
は

す
ご
い
の
だ
｡
]
｣

茂
幸
ら
と
戦
う
毎
に
'
必
ず
矢
を
命
中
さ
せ
て
か
ら
矢
を
放
っ
た
｡
こ
う
し
た
仁
義
の
働
き
に
呉
軍
は
恐
れ
を
な
し
て
'
敢
え
て
近
づ
こ
う

と
は
し
な
か
っ
た
｡
行
密
も
仁
義
に
降
伏
を
勧
め
よ
う
と
考
え
た
が
､
仁
義
は
た
め
ら
っ
て
決
断
で
き
な
い
で
い
た
｡
[
そ
こ
で
]
茂
章
は
'

仁
義
が
梼
躍
し
て
い
る
す
さ
に
'
地
下
道
を
掘
っ
て
進
入
L
t
仁
義
を
捕
ら
え
て
'
広
陵
で
斬
り
殺
し
た
｡

延
寿
と
い
う
人
物
は
行
密
の
夫
人
宋
氏
の
弟
で
あ
っ
た
｡
額
と
仁
義
が
反
旗
を
翻
す
と
､
行
密
は
延
寿
を
疑
い
'
そ
こ
で
眼
病
に
な
っ
た
と

偽
-
'
延
寿
の
使
者
に
接
見
す
る
毎
に
'
必
ず
見
る
と
こ
ろ
が
定
ま
ら
な
い
よ
う
な
ふ
-
を
し
て
見
せ
た
｡
試
し
に
歩
こ
う
と
し
て
､
柱
に
触

れ
て
倒
れ
た
た
め
'
宋
夫
人
は
行
密
を
介
護
し
た
｡
し
ば
ら
-
し
て
目
が
覚
め
る
と
､
泣
い
て
言
っ
た
｡

｢
我
が
事
業
は
成
し
遂
げ
た
が
､
こ
の
目
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
｡
こ
れ
は
天
が
わ
し
を
見
捨
て
た
の
だ
｡
我
が
息
子
た
ち
に
は
　
[
我
が
]
事

業
を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
､
是
非
と
も
延
寿
に
こ
れ
を
託
し
た
い
｡
わ
し
に
は
後
悔
は
な
い
｣

夫
人
は
喜
ん
で
'
急
ぎ
延
寿
を
呼
び
寄
せ
た
｡
延
寿
が
や
っ
て
来
る
と
'
行
密
は
寝
門
で
出
迎
え
て
延
寿
を
刺
し
殺
し
､
宋
夫
人
を
[
離
縁

し
て
]
　
嫁
に
出
し
た
｡

[
哀
帝
･
]
　
天
祐
二
年
　
(
九
〇
五
)
'
[
郡
岳
招
討
使
]
　
劉
存
(
四
八
)
を
派
遣
し
て
郡
州
　
(
湖
北
省
武
漢
市
武
昌
)
　
を
攻
め
て
城
を
焼
か
せ
た
｡

城
中
の
兵
が
囲
み
を
突
い
て
出
て
き
た
た
め
､
諸
将
は
急
ぎ
攻
撃
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
｡
[
し
か
し
]
存
は
答
え
た
｡

『
新
五
代
史
』
世
家
訳
註
稿
(
一
)



伊
　
　
藤
　
　
宏
　
　
明

｢
こ
れ
を
攻
撃
し
て
ふ
た
た
び
城
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
､
城
の
備
え
は
益
ま
す
堅
固
に
な
る
で
あ
ろ
う
｡
逃
げ
る
の
を
許
し
て
か
ら

城
を
取
る
べ
き
で
あ
る
｣

こ
の
日
'
城
が
陥
落
L
t
　
杜
洪
を
捕
ら
え
て
広
陵
で
斬
-
殺
し
た
｡
九
月
､
梁
の
兵
が
裏
州
　
(
湖
北
省
裏
焚
市
)
　
を
攻
め
破
っ
た
た
め
'

[
山
南
東
道
節
度
使
]
趨
匡
凝
(
四
九
)
は
行
密
の
も
と
に
逃
れ
た
｡
十
一
月
'
行
密
が
亡
-
な
っ
た
｡
歳
は
五
十
四
㌧
誼
は
武
忠
と
つ
け
ら
れ
た
｡

息
子
の
渥
(
五
｡
)
が
位
に
即
い
た
｡
樽
(
至
)
が
分
を
わ
き
ま
え
ず
天
子
の
称
号
を
用
い
た
と
き
､
行
密
に
追
尊
し
て
太
祖
武
皇
帝
と
し
た
｡
陵

墓
は
興
陵
と
い
う
｡

釈

･
王

三
〓
ロ

(
一
)
　
蟹
と
は
お
そ
ら
-
は
嶺
南
地
区
に
居
住
し
､
水
上
生
活
を
し
て
い
る
異
民
族
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
　
(
宋
･
周
去
非
撰
『
嶺
外
代
答
』
巻
三
･
蜜
蛮

の
条
)
｡

(
二
)
　
『
漢
書
』
巻
七
五
･
李
尋
伝
の
条
に
｢
夫
日
者
'
衆
陽
之
長
､
輝
光
所
燭
､
万
里
同
皐
､
人
君
之
表
也
｡
故
日
将
旦
'
清
風
発
､
群
陰
伏
､
君
以
臨
朝
､

不
牽
於
色
｡
日
初
出
'
炎
以
陽
､
君
登
朝
'
侯
不
行
'
忠
直
進
､
不
蔽
障
｣
と
あ
る
｡

(
≡
)
　
『
荘
子
』
内
篇
遣
造
遊
第
一
の
条
に
｢
尭
譲
天
下
於
許
由
日
'
『
日
月
出
央
而
爆
火
不
息
､
其
於
光
也
'
不
亦
難
平
｡
･
･
･
』
｣
と
あ
る
｡

(
四
)
楊
行
密
(
八
五
二
～
九
〇
五
)
　
に
関
す
る
伝
記
は
本
書
の
他
に
『
新
唐
書
』
巻
一
八
八
㌧
　
『
旧
五
代
史
』
巻
二
二
四
㌧
　
『
十
国
春
秋
』
巻
一
な
ど
が
あ
る
｡

(
五
)
鄭
柴
(
-
～
八
九
九
)
　
は
｢
鄭
鎚
｣
と
も
書
か
れ
る
｡
彼
は
倍
宗
乾
符
(
八
七
四
～
九
)
末
年
に
鹿
州
刺
史
で
あ
っ
た
　
(
郁
賢
暗
著
『
唐
刺
史
考
全
編
』

巻
二
一
九
･
度
州
の
条
)
｡
の
ち
昭
宗
期
に
宰
相
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
｡
『
旧
唐
音
』
巻
二
一
九
鄭
鎚
伝
､
『
新
唐
書
』
巻
一
八
三
鄭
鎚
伝
及
び
『
北
夢
預

言
』
巻
七
を
参
照
｡
『
開
天
伝
信
記
』
一
巻
の
著
者
｡
刺
史
は
州
の
行
政
長
官
｡

(
六
)
　
八
宮
に
つ
い
て
は
不
明
｡
こ
の
都
知
兵
馬
使
は
鹿
州
軍
の
最
高
指
揮
官
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
都
知
兵
馬
傍
に
関
し
て
は
周
藤
吉
之
著
｢
一
〇

五
代
節
度
使
の
支
配
体
制
-
特
に
末
代
職
役
と
の
関
聯
に
於
い
て
1
｣
　
(
『
末
代
経
済
史
研
究
』
所
収
一
九
六
二
年
　
東
京
大
学
出
版
会
)
　
を
参
照
｡

(
七
)
郎
幼
復
の
伝
記
は
な
い
｡
た
だ
鹿
州
刺
史
郎
幼
復
が
楊
行
密
に
よ
っ
て
鹿
州
を
逐
わ
れ
た
の
は
中
和
二
年
(
八
八
二
)
　
の
こ
と
で
あ
る
　
(
『
新
唐
書
』
巻



九
･
倍
宗
本
紀
)
｡

(
八
二
尚
餅
(
-
～
八
八
七
)
は
神
策
軍
(
禁
軍
)
出
身
の
武
人
で
'
唐
末
の
節
度
使
｡
節
度
使
と
は
'
唐
中
期
か
ら
五
代
期
に
存
在
し
た
藩
鎮
(
地
方
軍
閥
)

の
軍
事
･
財
政
･
行
政
を
つ
か
さ
ど
る
長
官
､
複
数
の
州
を
管
轄
す
る
地
方
勢
力
で
あ
る
｡
彼
が
港
南
節
度
使
で
あ
っ
た
時
期
は
乾
符
六
年
(
八
七
九
)

か
ら
光
啓
三
年
(
八
八
七
)
ま
で
の
八
年
間
で
あ
っ
た
(
呉
廷
嬰
撰
『
唐
方
鎮
年
表
』
巻
五
･
准
南
の
条
)
｡
涯
南
藩
鋲
の
治
所
は
揚
州
で
あ
っ
た
(
同
上
)
｡

以
下
､
節
度
使
の
在
任
期
間
な
ど
に
関
す
る
記
述
は
'
呉
廷
嬰
撰
『
唐
方
鎮
年
表
』
及
び
宋
玉
龍
編
著
『
五
代
十
国
方
鎮
年
表
』
　
(
二
十
四
史
研
究
資
料
叢

刊
　
中
華
書
局
)
　
に
よ
る
｡
高
餅
の
記
事
に
関
し
て
は
『
旧
唐
書
』
巻
一
八
二
･
高
餅
伝
及
び
『
新
唐
書
』
巻
二
二
四
下
･
叛
臣
下
･
高
餅
伝
を
参
照
｡

(
九
)
畢
師
鐸
(
-
～
八
八
八
)
　
は
も
と
も
と
唐
末
の
叛
乱
指
導
者
で
あ
っ
た
黄
巣
の
部
下
で
あ
っ
た
が
､
の
ち
に
高
餅
に
投
降
し
彼
の
配
下
と
な
り
､
彼
に

背
い
た
と
き
に
は
左
廊
都
知
兵
馬
傍
で
あ
っ
た
　
(
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
七
･
光
啓
三
年
(
八
八
七
)
夏
四
月
の
条
)
｡
畢
師
鐸
の
記
事
に
関
し
て
は
『
旧

唐
書
』
巻
一
八
二
･
高
餅
伝
及
び
『
新
暦
書
』
巻
二
二
四
下
･
叛
臣
下
･
高
餅
伝
を
参
照
｡

(
一
〇
)
行
軍
司
馬
と
は
近
代
軍
隊
に
お
け
る
参
謀
長
に
あ
た
-
'
軍
の
実
力
者
を
あ
て
て
い
た
｡
註
(
六
)
周
藤
前
掲
論
文
を
参
照
｡

(
〓
)
秦
彦
(
-
～
八
八
八
)
　
は
畢
師
鐸
と
同
じ
-
黄
巣
の
部
下
で
あ
っ
た
が
､
と
も
に
高
餅
に
投
降
し
て
配
下
と
な
へ
和
州
刺
史
を
経
て
､
中
和
二
年

(
八
八
二
)
　
に
宣
州
観
察
便
と
な
っ
た
(
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
三
･
乾
符
六
年
春
四
月
の
条
､
同
巻
二
五
五
･
中
和
二
年
十
二
月
の
条
)
｡
秦
彦
が
任
命
さ

れ
た
観
察
使
と
は
節
度
使
と
ほ
ぼ
同
じ
役
目
で
'
節
度
使
よ
-
も
格
下
に
あ
た
る
｡
秦
彦
の
記
事
に
関
し
て
は
　
『
旧
唐
書
』
巻
一
八
二
･
高
餅
伝
及
び

『
新
唐
書
』
巻
二
二
四
下
･
叛
臣
下
･
高
餅
伝
を
参
照
｡

(
二
一
)
秦
宗
権
(
-
～
八
八
九
)
は
も
と
も
と
忠
武
軍
節
度
使
の
武
将
で
あ
っ
た
が
t
　
の
ち
中
和
元
年
(
八
八
一
)
　
に
察
州
節
度
使
と
な
っ
た
　
(
『
旧
唐
書
』

巻
一
九
下
･
倍
宗
本
紀
･
中
和
元
年
八
月
の
条
)
｡
秦
宗
権
に
関
す
る
記
事
は
『
旧
唐
書
』
巻
二
〇
〇
下
･
秦
宗
権
伝
及
び
『
新
唐
音
』
巻
二
二
五
下
･
逆

臣
下
･
秦
宗
権
伝
の
条
を
参
照
｡

(
二
二
)
　
孫
儒
は
察
州
節
度
使
秦
宗
権
配
下
の
武
将
で
あ
っ
た
が
'
揚
州
出
兵
を
機
に
秦
宗
権
か
ら
離
反
し
た
　
(
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
七
･
光
啓
三
年
の
条
)
｡

(
一
四
)
衰
襲
(
-
～
八
八
九
)
闇
鹿
州
鹿
江
県
(
安
徽
省
鹿
江
県
)
　
の
出
身
で
'
楊
行
密
の
ブ
レ
イ
ン
で
あ
っ
た
(
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
七
･
光
啓
三
年
の

条
)
｡
楊
行
密
と
同
じ
州
の
出
身
｡

(
一
五
)
高
覇
(
-
～
八
八
八
)
　
は
洪
州
南
昌
県
(
江
西
省
南
昌
市
)
　
の
出
身
で
'
高
餅
の
元
武
将
で
あ
り
､
海
陵
鎮
傍
で
あ
っ
た
　
(
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
六
･

『
新
五
代
史
』
世
家
訳
註
稿
(
一
)



伊
　
　
藤
　
　
宏
　
　
明

光
啓
二
年
六
月
の
条
)
｡
海
陵
鋲
は
当
時
民
が
五
万
戸
､
兵
三
万
の
規
模
が
あ
っ
た
　
(
同
上
)
｡
鎮
傍
は
鎮
追
使
と
も
い
い
､
鋲
を
統
轄
す
る
司
令
官
で
あ
る
｡

(
一
六
)
　
鐘
伝
(
-
～
九
〇
六
)
　
は
洪
州
高
安
県
(
江
西
省
高
安
県
)
　
の
出
身
で
､
唐
末
の
叛
乱
の
指
導
者
で
あ
っ
た
王
仙
芝
が
江
西
地
域
を
掠
奪
し
た
際
に

蛮
猿
を
集
め
'
山
に
砦
を
築
い
て
勢
力
を
貯
え
､
王
仙
芝
か
ら
撫
州
を
奪
い
返
し
て
刺
史
と
な
-
t
　
の
ち
に
江
西
観
察
傍
を
追
い
出
し
て
洪
州
に
拠
点
を

置
き
､
江
西
観
察
使
と
な
っ
た
　
(
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
五
･
中
和
二
年
五
月
～
七
月
の
条
)
｡
鐘
伝
が
江
西
観
察
便
で
あ
っ
た
の
は
中
和
二
年
(
八
八
二
)

か
ら
天
祐
三
年
(
九
〇
六
)
　
に
亡
-
な
る
ま
で
の
十
六
年
間
で
あ
っ
た
　
(
呉
廷
嬰
撰
『
唐
方
鎮
年
表
』
巻
五
･
江
西
の
条
)
｡
錘
伝
の
記
事
は
『
新
唐
書
』

巻
一
九
〇
本
伝
を
参
照
｡

(
一
七
)
　
撞
鐘
　
(
?
～
八
八
九
)
　
は
秦
彦
　
(
註
　
(
一
1
)
　
参
照
)
　
の
部
下
で
､
池
州
刺
史
か
ら
光
啓
三
年
　
(
八
八
七
)
　
に
宣
欽
観
察
使
と
な
-
､
龍
紀
元
年

(
八
八
九
)
　
に
呉
の
楊
行
密
に
攻
め
ら
れ
て
破
れ
､
斬
首
さ
れ
た
人
物
(
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
七
･
光
啓
三
年
の
条
～
二
五
八
･
龍
紀
元
年
の
条
､
『
新
磨

書
』
巻
一
八
九
･
田
額
伝
)
｡
趨
鐘
の
部
下
で
後
に
楊
行
密
に
従
っ
て
活
躍
し
た
人
物
に
周
本
(
註
(
三
三
)
参
照
)
　
と
李
徳
誠
(
註
(
四
六
)
参
照
)
　
が

い
る
｡

(
一
八
)
　
田
額
(
-
～
九
〇
三
)
　
は
庭
州
合
肥
県
の
出
身
で
楊
行
密
と
は
同
郷
で
､
募
兵
当
時
か
ら
の
仲
間
で
あ
-
'
後
に
行
密
と
離
反
す
る
　
(
『
九
国
志
』
巻

三)｡

(
一
九
)
安
仁
義
(
-
～
九
〇
五
)
　
は
突
厭
沙
陀
部
出
身
の
異
民
族
で
､
秦
宗
権
の
武
将
で
あ
っ
た
が
､
秦
宗
権
に
よ
る
准
南
攻
撃
の
際
に
楊
行
密
に
投
降
し

た
人
物
で
あ
る
　
(
『
九
国
志
』
巻
三
)
｡

(
二
〇
)
李
神
福
は
滝
州
(
河
北
省
永
年
県
東
南
)
　
出
身
で
､
上
党
[
郡
]
　
(
-
瀞
州
､
現
在
の
山
西
省
長
治
市
)
　
の
軍
籍
に
あ
っ
た
が
､
准
海
(
江
蘇
省
中
部

及
び
北
部
一
帯
)
　
に
駐
屯
し
て
い
た
が
t
　
の
ち
に
楊
行
密
に
投
降
し
た
人
物
(
『
九
国
志
』
巻
一
)
｡

(
二
一
)
戴
友
規
は
鹿
州
(
安
徽
省
合
肥
市
)
　
の
出
身
で
　
(
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
九
･
景
福
元
年
春
正
月
の
条
)
'
楊
行
密
の
賓
客
(
ブ
レ
イ
ン
)
　
で
あ
っ
た

(
『
十
国
春
秋
』
巻
五
)
｡

(
二
二
)
劉
威
は
鹿
州
憤
県
(
安
徽
省
肥
東
県
東
北
梁
固
)
　
の
出
身
で
､
楊
行
密
･
田
額
と
は
叛
乱
当
初
か
ら
の
仲
間
で
あ
る
　
(
『
九
国
志
』
巻
一
)
｡

(
二
三
)
唐
代
､
太
博
は
三
師
の
一
つ
､
正
一
品
で
'
属
僚
は
置
か
ず
'
名
誉
職
で
あ
っ
た
　
(
『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
』
平
凡
社
･
宮
崎
市
走
に
よ
る
)
｡
楊
行
密

が
賜
っ
た
検
校
太
博
は
い
わ
ゆ
る
検
校
官
と
い
わ
れ
る
も
の
で
'
准
南
節
度
使
と
い
う
本
官
に
加
え
て
そ
の
品
級
を
昇
進
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
｡
ま
た
同



中
書
門
下
平
章
事
と
は
'
唐
朝
は
最
初
､
三
省
の
尚
書
令
･
中
書
令
･
侍
中
を
宰
相
の
職
と
定
め
た
が
､
の
ち
に
尚
書
令
に
代
え
て
左
右
僕
肘
を
宰
相
と

し
､
こ
れ
以
外
の
官
の
者
を
宰
相
と
す
る
時
に
名
目
と
し
て
加
え
た
も
の
で
あ
る
　
(
内
藤
乾
吉
著
『
中
国
法
制
史
考
証
』
有
斐
閣
一
九
六
三
年
)
｡
し
か

し
楊
行
密
が
昭
宗
か
ら
賜
っ
た
同
中
書
門
下
平
章
事
は
実
際
に
こ
の
職
務
を
果
た
し
た
の
で
は
な
-
､
単
な
る
名
誉
職
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
た
だ
当

時
有
力
な
節
度
使
た
ち
は
検
校
官
を
帯
び
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
　
(
洪
遇
著
『
容
斎
三
筆
』
巻
七
･
節
度
使
称
太
尉
の
条
)
｡

(
二
四
)
　
鳩
弘
鐸
は
酒
州
漣
水
県
(
江
蘇
省
漣
水
県
)
　
出
身
で
､
武
寧
軍
節
度
使
時
樽
の
副
将
で
あ
っ
た
が
､
時
樽
に
疑
わ
れ
､
禍
を
恐
れ
て
､
同
僚
の
張
雄

と
共
に
長
江
を
渡
っ
て
蘇
州
に
拠
-
､
の
ち
昇
州
刺
史
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
　
(
『
新
唐
書
』
巻
一
九
〇
･
張
雄
伝
の
条
)
｡

(
二
五
)
成
及
(
八
四
六
～
九
一
三
)
は
杭
州
銭
塘
県
(
漸
江
省
杭
州
市
)
出
身
で
､
呉
越
を
建
国
し
た
銭
傷
の
部
下
で
あ
-
､
建
国
の
母
体
と
な
っ
た
杭
州

八
都
の
一
つ
で
あ
る
静
(
靖
)
江
都
-
杭
州
富
春
県
(
新
江
省
富
陽
県
)
を
支
配
-
の
都
将
で
あ
り
(
伊
藤
宏
明
｢
唐
五
代
の
都
将
に
関
す
る
覚
書
(
中
)
｣

『
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
人
文
学
科
論
集
』
三
六
を
参
照
)
､
　
の
ち
功
を
あ
げ
て
潤
州
刺
史
を
経
て
､
蘇
州
刺
史
に
遷
-
'
乾
寧
三
年
(
八
九
六
)

に
呉
の
楊
行
密
に
蘇
州
を
攻
め
ら
れ
､
そ
の
上
常
熟
鎮
将
陸
郭
ら
の
裏
切
-
に
遭
っ
て
行
密
に
投
降
し
た
が
'
厚
礼
を
受
け
て
呉
越
に
帰
さ
れ
た
経
歴
を

も
つ
人
物
(
『
九
国
志
』
巻
五
)
｡

(
二
六
)
　
宋
壇
は
宋
州
下
邑
県
(
安
徽
省
楊
山
県
東
)
　
の
出
身
で
､
天
平
軍
節
度
使
　
(
治
所
は
郭
州
､
在
任
期
間
は
中
和
二
年
か
ら
乾
寧
四
年
)
　
宋
壇
の
従
父

弟
　
(
い
と
こ
)
　
で
､
天
平
軍
の
軍
将
｡
彼
は
光
啓
二
年
　
(
八
八
六
)
　
に
天
平
軍
に
隣
接
す
る
泰
寧
節
度
使
　
(
治
所
は
充
州
　
在
任
期
間
は
広
明
元
年
か
ら

光
啓
二
年
)
　
斉
克
譲
を
追
放
し
て
節
度
留
後
と
な
-
'
翌
三
年
(
八
八
七
)
､
宣
武
軍
節
度
使
宋
仝
忠
と
共
に
察
州
節
度
使
秦
宗
権
を
敗
走
さ
せ
た
が
､
そ

の
後
宋
仝
忠
と
覇
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
､
乾
寧
元
年
　
(
八
九
四
)
　
に
宋
仝
忠
に
攻
め
ら
れ
て
､
連
年
戟
い
を
交
え
た
が
'
形
勢
が
不
利
に
な
-
'
河
東
の

李
克
用
に
援
軍
を
求
め
て
再
度
戟
っ
た
｡
し
か
し
同
四
年
､
敗
れ
て
､
河
東
の
駿
将
李
承
嗣
と
と
も
に
呉
の
楊
行
密
の
も
と
に
逃
れ
た
　
(
『
旧
唐
音
』
巻
一

八
二
㌧
　
『
旧
五
代
史
』
巻
一
三
㌧
　
『
新
五
代
史
』
巻
四
二
､
『
九
国
志
』
巻
二
､
『
五
代
史
補
』
巻
一
)
｡

(
二
七
)
朱
仝
忠
　
(
八
五
二
～
九
二
一
)
　
は
唐
王
朝
を
倒
し
て
後
梁
を
建
国
し
た
人
物
｡
彼
は
宋
州
楊
山
県
(
安
徽
省
楊
山
県
東
北
)
　
の
出
身
で
'
黄
巣
の
叛

乱
軍
に
参
加
し
､
の
ち
に
唐
朝
に
投
降
し
て
宣
武
軍
節
度
使
か
ら
累
進
し
て
､
天
復
元
年
　
(
九
〇
一
)
　
に
梁
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
｡
四
年
　
(
九
〇
四
)
　
に
昭

宗
を
殺
し
､
哀
帝
を
立
て
譲
位
を
迫
っ
て
天
祐
四
年
(
九
〇
七
)
　
に
大
梁
を
建
国
し
た
　
(
『
旧
五
代
史
』
巻
一
､
『
新
五
代
史
』
巻
一
､
『
五
代
史
補
』
巻
一
)
｡

(
二
八
)
李
克
用
(
八
五
六
～
九
〇
八
)
　
は
突
厭
沙
陀
部
出
身
で
'
唐
末
､
宋
仝
忠
と
覇
を
争
っ
た
ラ
イ
バ
ル
｡
も
と
宋
邪
氏
｡
祖
父
の
時
に
唐
朝
に
帰
朝
し
､

『
新
五
代
史
』
世
家
訳
註
稿
(
一
)



伊
　
　
藤
　
　
宏
　
　
明

父
宋
邪
赤
心
が
腐
助
の
乱
平
定
の
功
に
よ
っ
て
菰
宗
よ
-
李
国
昌
の
姓
名
を
賜
-
､
振
武
軍
節
度
使
(
山
西
省
を
拠
点
と
し
た
軍
閥
)
　
と
な
っ
た
｡
李
克

用
は
そ
の
第
三
子
で
'
勇
猛
で
一
眼
微
小
で
あ
っ
た
た
め
'
独
眼
竜
と
呼
ば
れ
､
彼
の
率
い
る
黒
衣
の
騎
馬
軍
は
恐
れ
ら
れ
た
｡
中
和
三
年
(
八
八
三
)

に
黄
巣
の
乱
を
破
-
､
長
安
を
回
復
し
て
､
そ
の
功
に
よ
っ
て
河
東
節
度
使
と
な
っ
た
｡
こ
の
後
唐
朝
を
め
ぐ
っ
て
覇
を
争
い
'
宋
仝
忠
が
即
位
す
る
と
'

討
伐
を
受
け
､
戦
中
に
没
し
た
　
(
『
新
唐
書
』
巻
二
一
八
､
『
旧
五
代
史
』
巻
二
五
､
『
新
五
代
史
』
巻
四
､
『
五
代
史
補
』
巻
二
)
｡

(
二
九
)
　
李
承
嗣
(
八
六
五
～
九
二
〇
)
　
は
李
克
用
の
部
下
で
､
代
州
腐
門
県
(
山
西
省
代
県
)
　
の
出
身
｡
彼
は
河
東
の
李
克
用
に
従
い
黄
巣
の
乱
平
定
で
功

を
あ
げ
て
扮
州
(
山
西
省
扮
陽
県
)
　
司
馬
を
授
け
ら
れ
､
稔
次
(
山
西
省
稔
次
県
)
鎮
将
'
沌
州
(
河
北
省
永
年
県
東
北
)
刺
史
､
教
練
傍
を
歴
任
し
､

乾
寧
二
年
(
八
九
五
)
､
李
克
用
の
命
を
受
け
､
駿
将
史
儀
と
と
も
に
三
千
騎
を
率
い
て
宋
壇
･
朱
壇
の
救
援
に
向
か
っ
た
が
'
敗
れ
て
､
同
四
年
､
宋
珪
'

史
候
と
呉
の
楊
行
密
の
も
と
に
逃
れ
た
　
(
『
旧
五
代
史
』
巻
五
五
㌧
　
『
十
回
春
秋
』
巻
八
)
｡

(
三
〇
)
　
葛
従
周
は
宋
仝
忠
の
部
下
で
､
後
梁
建
国
の
功
臣
で
あ
る
｡
湛
州
敷
城
県
(
山
東
省
郵
城
県
)
　
の
出
身
｡
彼
は
初
め
黄
巣
の
叛
乱
に
身
を
投
じ
て
軍

校
に
昇
進
し
た
が
､
中
和
四
年
(
八
八
四
)
　
に
宋
仝
忠
に
敗
れ
て
仲
間
と
投
降
し
､
そ
の
後
充
州
の
斉
克
譲
'
察
州
の
秦
宗
権
､
晋
の
李
克
用
ら
と
戟
い
､

戟
功
を
あ
げ
て
､
懐
州
　
(
河
南
省
泌
陽
市
)
　
刺
史
､
曹
州
　
(
山
東
省
曹
県
東
北
)
　
刺
史
､
宿
州
　
(
安
徽
省
宿
県
)
　
刺
史
'
充
州
　
(
山
東
省
充
州
県
)
　
留
後

を
歴
任
L
t
　
乾
寧
四
年
　
(
八
九
七
)
　
に
腐
師
古
と
呉
の
楊
行
密
を
攻
め
た
が
､
腐
師
古
の
戦
死
を
聞
-
と
､
撤
退
し
た
　
(
『
旧
五
代
史
』
巻
一
六
､
『
新
五

代
史
』
巻
二
一
)
｡

(
三
一
)
　
鹿
師
古
は
宋
仝
忠
の
部
下
で
､
曹
州
南
華
県
(
山
東
省
荷
沢
市
西
北
)
　
の
出
身
｡
彼
は
中
洞
(
接
待
係
)
　
と
し
て
宋
仝
忠
に
仕
え
､
偏
将
と
な
-
'

察
賊
討
伐
で
功
を
あ
げ
て
都
指
揮
傍
に
昇
格
し
､
の
ち
に
沿
涯
地
域
に
転
戟
L
t
感
化
節
度
使
(
治
所
は
徐
州
　
在
任
期
間
は
中
和
二
年
か
ら
景
福
二
年
)

時
薄
を
斬
-
'
郡
州
の
宋
珪
'
充
州
の
宋
壇
を
降
し
て
､
そ
の
功
で
乾
寧
四
年
　
(
八
九
七
)
　
正
月
､
天
平
軍
節
度
留
後
と
な
-
､
つ
い
で
徐
州
節
度
留
後

と
な
っ
た
｡
同
年
八
月
､
葛
従
周
と
大
軍
を
率
い
て
准
河
を
渡
-
楊
行
密
を
攻
め
た
が
'
陣
中
に
没
し
た
　
(
『
旧
五
代
史
』
巻
二
一
､
『
新
五
代
史
』
巻
二

一

)

｡

(
三
二
)
　
銭
鐸
(
八
五
二
～
九
三
二
)
　
は
呉
越
の
建
国
者
で
､
杭
州
臨
安
県
(
漸
江
省
臨
安
県
)
　
出
身
(
『
旧
五
代
史
』
巻
一
三
三
'
『
新
五
代
史
』
巻
六
七
㌧

『
五
代
史
補
』
巻
一
､
『
呉
越
備
史
』
巻
一
'
『
十
国
春
秋
』
巻
七
七
)
｡
詳
細
は
『
新
五
代
史
』
巻
六
七
･
呉
越
世
家
を
参
照
(
翻
訳
予
定
)
｡

(
三
三
)
　
周
本
は
静
州
宿
松
県
(
安
徽
省
宿
松
県
)
　
の
出
身
で
'
も
と
宣
州
節
度
使
趨
鐘
の
将
で
あ
っ
た
が
､
楊
行
密
が
趨
鐘
を
破
っ
た
時
に
､
そ
の
武
勇
を



評
価
さ
れ
て
禅
将
(
副
将
)
と
な
っ
た
准
南
の
名
将
(
『
九
国
志
』
巻
四
･
南
唐
の
条
､
『
馬
氏
南
唐
書
』
巻
九
㌧
　
『
十
国
春
秋
』
巻
七
)
｡

(
三
四
)
　
当
時
､
岐
(
鳳
朔
=
岐
州
を
指
す
)
　
に
行
在
所
が
あ
っ
た
の
は
'
宋
仝
忠
が
昭
宗
を
長
安
か
ら
洛
陽
に
移
そ
う
と
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
枢

密
使
韓
仝
諒
が
未
全
忠
に
先
ん
じ
て
､
昭
宗
を
都
に
近
い
鳳
期
節
度
使
(
治
所
は
鳳
期
府
　
在
任
期
間
は
唐
･
光
啓
三
年
～
後
唐
･
同
光
二
年
の
三
十
七

年
間
)
李
茂
貞
の
も
と
に
移
し
た
こ
と
に
よ
る
｡
そ
の
行
為
に
激
怒
し
た
宋
全
忠
が
鳳
期
を
囲
ん
だ
の
で
あ
る
｡
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
'
天
復

二
年
三
月
'
昭
宗
が
季
候
を
派
遣
し
た
の
は
'
呉
の
楊
行
密
に
討
伐
軍
を
組
織
す
る
よ
う
に
依
頼
す
る
た
め
で
あ
っ
た
｡
(
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
六
二
⊥
二
･

天
復
元
年
～
三
年
の
条
)
｡

(
三
五
)
　
季
候
は
唐
の
億
宗
の
時
宰
相
張
清
の
子
で
､
李
姓
を
賜
っ
て
､
李
氏
を
名
の
る
｡
彼
は
こ
の
当
時
左
金
吾
大
将
軍
で
あ
っ
た
が
､
天
復
二
年
三
月
'

昭
宗
の
命
を
受
け
て
江
准
宣
諭
傍
と
し
て
､
楊
行
密
に
宣
武
･
宣
義
･
天
平
･
護
国
四
鎮
節
度
使
宋
仝
忠
の
討
伐
の
命
を
伝
え
に
来
た
の
で
あ
る
｡
そ
の

後
宋
仝
忠
が
鳳
朔
(
険
西
省
鳳
朔
県
)
　
の
李
茂
貞
に
勝
っ
て
父
親
が
殺
さ
れ
る
と
う
そ
の
ま
ま
広
陵
(
江
蘇
省
揚
州
市
)
　
に
留
ま
っ
た
　
(
『
新
唐
音
』
巻
一

八
八
楊
行
密
伝
､
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
六
三
～
二
七
〇
､
『
十
国
春
秋
』
巻
八
)
｡

(
三
六
)
　
楊
行
密
が
昭
宗
に
任
命
さ
れ
た
東
面
諸
道
行
宮
都
続
と
は
宣
武
軍
節
度
使
宋
仝
忠
討
伐
の
総
司
令
官
で
あ
る
｡
検
校
太
師
は
検
校
官
､
中
書
令
は
中

書
省
の
長
官
で
あ
-
'
い
ず
れ
も
実
職
で
は
な
-
､
名
誉
職
で
あ
-
､
楊
行
密
の
地
位
を
高
か
ら
し
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
｡
太
師
は
三
師
の
一
つ
､

正
一
品
｡

(
三
七
)
　
郡
岳
招
討
傍
と
は
武
昌
節
度
使
杜
洪
討
伐
司
令
官
と
い
う
意
味
｡
招
討
と
は
招
撫
征
討
の
意
味
で
'
敵
を
帰
順
さ
せ
た
-
攻
め
滅
ぼ
し
た
-
す
る
こ

と
を
示
し
'
郡
岳
と
は
武
昌
藩
鋲
を
指
し
､
郡
州
は
今
の
湖
北
省
武
漢
市
武
昌
､
岳
州
は
今
の
湖
南
省
岳
陽
市
を
指
す
｡

(
三
八
)
　
杜
洪
は
郡
州
出
身
で
､
も
と
も
と
俳
児
(
芸
人
)
　
で
あ
っ
た
が
､
中
和
(
八
八
一
～
八
八
四
)
　
末
年
に
郡
州
の
武
将
と
な
-
'
後
に
岳
州
刺
史
を
追

放
し
て
そ
の
地
に
自
立
し
､
光
啓
二
年
(
八
八
六
)
　
に
武
昌
節
度
使
と
な
-
'
天
祐
二
年
(
九
〇
五
)
　
に
楊
行
密
に
滅
ぼ
さ
れ
た
　
(
『
新
唐
書
』
巻
一
九
〇
､

『
旧
五
代
史
』
巻
一
七
)
｡

(
三
九
)
　
成
酒
は
青
州
(
山
東
省
青
州
市
)
　
の
出
身
で
'
若
い
時
か
ら
素
行
が
悪
-
'
酒
に
酔
っ
て
人
を
殺
し
た
た
め
'
故
郷
を
逃
れ
'
旅
の
僧
に
身
を
や
つ

し
､
後
に
察
賊
の
親
分
の
仮
子
(
養
子
)
　
に
な
っ
て
郭
南
と
名
を
変
え
､
そ
こ
も
去
っ
て
荊
南
節
度
使
に
投
降
し
て
副
将
と
な
っ
た
が
､
光
啓
元
年
(
八

八
五
)
　
に
荊
南
藩
鋲
の
内
紛
か
ら
身
を
避
け
て
仲
間
千
人
と
共
に
帰
州
　
(
湖
北
省
梯
帰
県
)
　
を
襲
い
そ
こ
に
自
立
し
､
三
年
後
の
文
徳
元
年
(
八
八
八
)

『
新
五
代
史
』
世
家
訳
註
稿
(
一
)



伊
　
　
藤
　
　
宏
　
　
明

に
荊
南
節
度
使
と
な
-
'
天
復
三
年
(
九
〇
三
)
　
に
楊
行
密
に
滅
ぼ
さ
れ
た
　
(
『
新
唐
書
』
巻
一
九
〇
㌧
　
『
旧
五
代
史
』
巻
一
七
)
｡

(
四
〇
)
王
師
範
は
青
州
(
山
東
省
青
州
市
)
　
の
出
身
で
､
父
親
の
平
底
節
度
使
王
敬
武
の
死
後
､
十
六
歳
で
そ
の
跡
を
継
い
で
龍
紀
元
年
(
八
八
九
)
　
に
節

度
使
と
な
-
､
そ
の
後
､
後
梁
の
宋
仝
忠
と
昭
宗
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
､
楊
行
密
ら
に
援
軍
を
求
め
る
な
ど
し
た
が
､
結
局
敗
北
し
'
天
祐
二
年
(
九
〇

五
)
　
に
節
度
使
の
地
位
を
失
い
､
洛
陽
に
幽
閉
さ
れ
､
そ
の
地
で
族
滅
さ
れ
た
　
(
『
新
唐
書
』
巻
一
八
七
㌧
『
旧
五
代
史
』
巻
一
三
㌧
『
新
五
代
史
』
巻
四
二
･

雑
伝
)
｡

(
四
一
)
　
王
茂
章
は
楊
行
密
と
同
じ
鹿
州
合
肥
県
(
安
徽
省
合
肥
市
)
　
の
出
身
で
､
性
格
は
気
性
が
荒
-
'
質
朴
で
礼
儀
知
ら
ず
で
あ
-
'
若
い
時
に
行
密
に

従
っ
て
准
南
に
蜂
起
し
て
将
と
な
-
､
平
底
節
度
使
王
師
範
が
行
密
に
援
軍
を
求
め
て
き
た
た
め
､
行
密
の
命
を
受
け
師
範
の
救
援
に
向
か
い
､
後
梁
の

軍
と
戟
い
､
敵
将
宋
友
寧
(
宋
仝
忠
の
兄
の
子
)
　
を
破
っ
て
こ
れ
を
斬
-
殺
し
､
宋
全
忠
の
反
撃
に
遭
い
､
必
死
の
思
い
で
准
南
に
帰
還
し
た
｡
後
に
潤

州
団
練
便
と
な
っ
た
｡
し
か
し
行
密
が
亡
-
な
る
と
､
息
子
の
握
と
対
立
し
て
呉
越
の
銭
謬
(
註
(
三
一
)
参
照
)
　
の
も
と
に
奔
-
'
次
い
で
宋
仝
忠
に

請
わ
れ
て
後
梁
に
帰
属
し
､
名
前
を
景
仁
と
変
え
､
後
梁
の
太
祖
と
末
帝
二
代
に
仕
え
た
｡
(
『
旧
五
代
史
』
巻
二
三
､
『
新
五
代
史
』
巻
二
三
･
梁
臣
伝
､

『
十
国
春
秋
』
巻
七
)

(
四
二
)
墓
濠
(
八
五
四
～
九
〇
四
)
は
楊
行
密
と
同
じ
鹿
州
合
肥
県
(
安
徽
省
合
肥
市
)
　
の
出
身
で
､
若
い
時
に
金
牛
鎮
(
安
徽
省
鹿
江
県
西
北
金
牛
郷
か
-
)

将
と
な
り
､
楊
行
密
が
鹿
州
に
立
っ
た
時
に
彼
に
帰
属
し
､
そ
の
後
秦
彦
･
畢
師
鐸
･
趨
鐘
･
孫
儒
　
(
註
　
(
九
)
　
(
一
一
)
　
(
二
二
)
　
参
照
)
　
の
平
定
に
戟

功
を
あ
げ
､
行
密
が
広
陵
に
拠
点
を
定
め
た
時
に
楚
州
(
江
蘇
省
涯
安
市
)
刺
史
と
な
-
､
光
化
二
年
に
は
海
州
(
江
蘇
省
連
雲
港
市
西
南
)
刺
史
と
な
っ

て
､
州
民
に
訴
え
ら
れ
て
､
漣
水
(
江
蘇
省
漣
水
県
)
　
制
置
使
(
戟
時
下
の
秩
序
維
持
の
た
め
に
置
か
れ
た
官
職
)
　
に
左
遷
さ
れ
､
宣
州
の
田
額
の
叛
乱

ヽ

の
平
定
に
功
を
あ
げ
て
宣
州
観
察
使
と
な
-
､
任
官
中
に
亡
-
な
っ
た
　
(
『
新
唐
書
』
巻
一
八
九
､
『
九
国
志
』
巻
一
､
『
十
国
春
秋
』
巻
五
)
｡

(
四
三
)
宋
延
寿
は
鹿
州
静
城
(
安
徽
省
静
城
県
)
　
の
出
身
で
､
楊
行
密
の
妻
の
弟
で
あ
-
､
二
十
歳
前
に
行
密
に
仕
え
て
秦
彦
･
畢
師
鐸
･
趨
鐘
･
孫
儒
征

討
に
功
を
上
げ
､
そ
の
後
寿
州
を
抜
い
て
寿
州
刺
史
と
な
-
､
さ
ら
に
斬
･
光
二
州
陥
落
の
功
に
よ
っ
て
寿
州
団
練
便
に
昇
進
し
､
天
復
二
年
に
昭
宗
か

ら
宋
仝
忠
討
伐
の
詔
勅
が
行
密
に
も
た
ら
さ
れ
た
時
に
奉
国
軍
節
度
使
を
賜
っ
た
が
､
田
頼
･
安
仁
義
の
叛
乱
に
荷
担
し
て
行
密
に
殺
さ
れ
た
(
『
新
唐
書
』

巻
一
八
九
'
『
旧
五
代
史
』
巻
一
七
､
『
九
国
志
』
巻
三
､
『
十
国
春
秋
』
巻
一
三
)
0

(
四
四
)
許
再
思
は
当
時
､
鎮
海
軍
節
度
使
銭
鐸
配
下
の
武
勇
左
都
指
揮
使
で
あ
っ
た
｡
銭
鍔
が
治
所
の
杭
州
か
ら
故
郷
の
衣
錦
軍
(
臨
安
県
)
　
に
帰
る
に
際



し
て
武
勇
右
都
指
揮
使
徐
棺
に
衣
錦
軍
の
水
路
整
備
を
命
じ
た
が
､
こ
の
役
に
対
し
て
兵
士
の
間
か
ら
不
満
が
起
こ
っ
た
が
'
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡
そ

こ
で
徐
棺
は
病
と
称
し
て
先
に
杭
州
に
帰
還
し
､
叛
乱
を
起
こ
し
た
｡
こ
れ
に
呼
応
し
た
の
が
'
留
守
部
隊
の
許
再
思
で
あ
っ
た
　
(
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
六

三
･
天
復
二
年
の
条
､
『
新
五
代
史
』
巻
六
七
･
呉
越
世
家
)
｡

(
四
五
)
　
李
遇
は
楊
行
密
と
同
じ
鹿
川
合
肥
県
(
安
徽
省
合
肥
市
)
　
の
出
身
で
'
初
め
楊
行
密
の
幕
下
に
仕
え
'
光
啓
中
　
(
八
八
五
～
七
)
　
に
後
梁
の
軍
を
鹿

州
憤
県
(
安
徽
省
肥
東
県
東
北
梁
園
)
　
で
禦
い
だ
際
に
､
輿
を
携
え
て
単
騎
で
､
先
頭
に
立
っ
て
敵
を
破
-
'
そ
の
功
で
伍
長
か
ら
馬
軍
副
指
揮
傍
に
昇

進
L
t
秦
彦
･
畢
師
鐸
･
趨
鐘
･
孫
儒
平
定
に
従
い
'
涯
南
馬
歩
諸
軍
都
尉
､
常
州
　
(
江
蘇
省
常
州
市
)
　
刺
史
､
宣
州
　
(
安
徽
省
宣
州
市
)
　
団
練
傍
を
歴

任
L
t
徐
温
専
政
の
時
に
徐
温
と
対
立
し
た
　
(
『
九
国
志
』
巻
一
､
『
十
国
春
秋
』
巻
五
)
｡

(
四
六
)
　
李
徳
誠
は
広
陵
郡
(
江
蘇
省
揚
州
市
　
『
馬
氏
南
唐
書
』
巻
九
)
　
か
､
ま
た
は
陳
州
西
華
県
(
河
南
省
西
華
県
南
　
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
八
)
　
の

出
身
で
､
宣
欽
観
察
使
趨
鐘
の
給
傍
で
あ
っ
た
が
'
趨
鐘
が
楊
行
密
に
滅
ぼ
さ
れ
る
と
'
行
密
に
仕
え
､
征
討
軍
に
従
っ
て
､
港
南
馬
歩
軍
使
と
な
-
､

潤
州
留
後
､
撫
･
慶
･
洪
三
鋲
を
歴
任
L
t
後
に
南
唐
の
佐
命
の
臣
と
な
っ
た
　
(
『
馬
氏
南
唐
書
』
巻
九
､
『
陸
氏
南
唐
書
』
巻
九
㌧
　
『
十
国
春
秋
』
巻
七
)
｡

(
四
七
)
　
米
志
誠
は
沙
陀
部
　
(
突
厭
)
　
の
出
身
で
'
馬
術
と
弓
術
に
習
熟
し
て
､
強
-
勇
ま
し
い
人
物
と
し
て
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
｡
そ
の
彼
が
乾
寧
四
年

(
八
九
七
)
　
に
楊
行
密
の
も
と
に
身
を
寄
せ
､
後
梁
の
武
将
で
あ
っ
た
鹿
師
古
･
葛
従
周
と
戟
い
､
連
戟
連
勝
し
､
そ
の
功
績
で
馬
軍
指
揮
便
と
な
-
､
後

に
も
戦
功
を
あ
げ
て
泰
寧
軍
節
度
使
と
な
っ
た
　
(
『
九
国
志
』
巻
二
㌧
　
『
十
国
春
秋
』
巻
七
)
｡

(
四
八
)
　
劉
存
は
陳
州
(
河
南
省
准
陽
県
　
『
九
国
志
』
巻
一
)
　
か
､
ま
た
は
唐
州
泌
陽
県
(
河
南
省
唐
河
県
　
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
六
五
)
　
の
出
身
で
､
武

勇
に
優
れ
'
行
密
が
合
肥
に
蜂
起
す
る
と
'
陣
営
に
し
た
が
い
'
戟
功
を
あ
げ
て
'
乾
寧
中
に
野
川
(
安
徽
省
潜
山
県
)
　
団
練
使
と
な
っ
た
　
(
『
九
国
志
』

巻
一
､
『
十
国
春
秋
』
巻
六
)
｡

(
四
九
)
　
趨
匡
凝
は
､
山
南
東
道
節
度
使
途
徳
謹
(
察
賊
秦
宗
権
の
部
下
)
　
の
子
で
あ
-
､
景
福
二
年
(
八
九
三
)
　
に
父
親
が
亡
-
な
る
と
､
そ
の
跡
を
継
い

で
節
度
使
と
な
-
､
楊
行
密
と
好
を
通
じ
た
こ
と
で
後
梁
の
太
祖
の
怒
-
を
買
い
､
天
祐
二
年
　
(
九
〇
五
)
　
に
攻
め
ら
れ
､
守
-
き
れ
ず
､
准
南
の
楊
行

密
の
も
と
に
逃
れ
た
　
(
『
新
唐
音
』
巻
一
八
六
､
『
旧
五
代
史
』
巻
一
七
'
『
新
五
代
史
』
巻
四
一
､
『
十
国
春
秋
』
巻
八
)
｡

(
五
〇
)
楊
渥
は
行
密
の
長
子
｡
彼
に
関
す
る
伝
記
は
本
書
の
他
に
『
旧
五
代
史
』
巻
二
二
四
､
『
十
国
春
秋
』
巻
二
が
あ
る
｡

(
五
一
)
楊
樽
は
行
密
の
第
四
子
｡
彼
に
関
す
る
伝
記
は
本
書
の
他
に
『
十
国
春
秋
』
巻
三
が
あ
る
｡
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宏
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(
補
註
一
)
　
こ
の
記
事
の
年
号
は
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
七
･
光
啓
三
年
の
条
に
拠
っ
た
｡

(
補
誌
二
)
　
｢
取
蘇
･
常
･
潤
州
｣
　
に
関
し
て
は
､
清
･
周
寿
昌
撰
『
五
代
史
記
纂
誤
補
続
』
巻
六
･
呉
世
家
･
楊
行
密
の
条
で
は
大
順
元
年
の
出
来
事
と
し
て

い
る
｡
確
か
に
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
八
･
大
順
元
年
二
月
の
条
に
楊
行
密
が
田
頼
･
安
仁
義
ら
に
命
じ
て
常
･
潤
州
を
攻
め
さ
せ
た
こ
と
'
及
び
『
新

唐
書
』
巻
一
八
八
･
孫
儒
伝
に
大
順
元
年
に
楊
行
密
が
潤
州
を
取
-
'
安
仁
義
に
こ
れ
を
守
ら
せ
'
李
友
に
常
州
を
守
ら
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

そ
こ
で
訳
文
に
｢
大
順
元
年
｣
を
付
け
加
え
た
｡

(
補
註
三
)
　
｢
二
年
｣
　
に
関
し
て
は
'
『
五
代
史
記
纂
誤
補
続
』
巻
六
･
呉
世
家
･
楊
行
密
の
条
で
は
　
｢
龍
紀
は
一
年
し
か
な
-
翌
年
正
月
に
大
順
に
改
元
さ
れ

て
二
年
が
な
い
こ
と
､
『
新
唐
書
』
本
紀
･
列
伝
'
『
資
治
通
鑑
』
､
『
九
国
志
』
　
田
頼
伝
に
は
す
べ
て
大
順
二
年
と
あ
る
こ
と
｣
を
理
由
に
'
ま
た
中
華
書

局
本
『
新
五
代
史
』
巻
六
一
･
校
勘
記
で
は
､
｢
龍
紀
は
元
年
し
か
な
い
こ
と
と
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
八
･
大
順
二
年
五
月
の
条
で
楊
行
密
が
李
神
福
に

命
じ
て
和
･
源
州
を
攻
め
さ
せ
た
こ
と
｣
を
理
由
に
､
｢
大
順
二
年
｣
と
し
て
い
る
｡
周
寿
昌
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
､
『
新
唐
書
』
巻
一
〇
･
昭
宗
本

紀
の
大
順
二
年
六
月
の
条
に
｢
楊
行
密
陥
和
･
勝
二
州
｣
､
同
書
巻
一
八
八
･
楊
行
密
伝
に
　
｢
大
順
二
年
'
[
孫
]
　
儒
屯
漢
水
'
楯
山
構
壁
'
行
密
造
李
神

福
屯
広
徳
､
･
･
･
儒
将
康
旺
取
和
州
､
安
景
思
取
勝
川
｡
神
福
撃
降
旺
､
逐
景
思
､
攻
腰
山
屯
､
破
之
､
禽
儒
将
李
弘
幸
｣
､
『
九
国
志
』
と
あ
-
､
二

年
が
大
順
二
年
を
指
す
こ
と
が
確
認
で
き
る
｡
そ
こ
で
訳
文
に
｢
大
順
｣
　
の
年
号
を
付
け
加
え
た
｡

(
補
註
四
)
　
｢
五
年
｣
　
に
関
し
て
､
清
･
呉
蘭
庭
撰
『
五
代
史
記
纂
誤
補
』
巻
四
･
呉
世
家
･
楊
行
密
の
条
で
､
｢
乾
寧
五
年
は
光
化
元
年
と
重
な
-
'
こ
の
歳

の
八
月
に
改
元
さ
れ
て
い
て
'
銭
氏
が
蘇
州
を
攻
め
た
の
は
改
元
以
前
の
出
来
事
で
あ
-
､
蘇
州
に
入
城
し
た
の
は
改
元
後
の
九
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
'

五
年
は
光
化
元
年
と
す
る
べ
き
で
あ
る
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
こ
の
点
の
見
解
を
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
六
一
･
光
化
元
年
の
条
で
確
認
し
て
み
る
と
､
三
月

に
は
､
准
南
の
将
周
本
が
蘇
州
を
救
い
､
両
断
の
将
顧
全
武
が
こ
れ
を
撃
ち
破
ろ
う
と
し
た
が
､
涯
南
の
将
秦
裳
は
三
千
の
兵
で
こ
れ
を
守
っ
た
記
事
が

り
､
八
月
に
は
改
元
の
記
事
が
あ
-
､
九
月
に
は
､
顧
仝
武
が
蘇
州
を
攻
め
て
こ
れ
を
破
っ
た
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
､
呉
蘭
庭
の
指
摘
が
正
し
い
こ
と

が
わ
か
る
｡
そ
こ
で
訳
文
で
は
　
｢
五
年
｣
を
｢
光
化
元
年
｣
　
に
書
き
改
め
た
｡

(
補
註
五
)
　
｢
友
寧
､
梁
太
祖
子
也
｣
と
あ
る
が
､
『
新
五
代
史
』
巻
二
二
･
梁
家
人
伝
に
は
｢
朗
王
存
､
初
与
太
祖
倶
従
黄
巣
攻
広
州
､
存
戦
死
｡
子
友
寧
･

友
倫
｣
及
び
『
五
代
会
要
』
巻
二
･
封
建
の
条
に
｢
[
梁
開
平
]
　
二
年
正
月
､
追
封
皇
従
子
友
寧
為
安
王
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
'
友
寧
は
兄
の
子
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
｡
し
た
が
っ
て
こ
の
文
章
に
は
　
｢
兄
｣
　
の
字
が
欠
落
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
　
(
宋
･
呉
績
撰
『
五
代
史
纂
誤
』
巻
上
･
梁
臣
伝
･
王
景



仁
三
事
の
条
'
中
華
書
局
本
『
新
五
代
史
』
巻
六
一
･
校
勘
記
)
｡
し
た
が
っ
て
訳
文
に
｢
兄
の
｣
を
付
け
加
え
た
｡

(
補
註
六
)
　
｢
爽
岡
｣
　
の
地
名
に
関
し
て
は
　
『
中
国
歴
史
地
名
大
辞
典
』
　
(
魂
嵩
山
主
編
)
　
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
､
改
め
て
関
連
史
料
を
調
べ
て
み
る
と
'

『
宋
史
』
巻
九
七
･
河
渠
志
七
･
潤
州
水
の
条
に
｢
紹
興
七
年
､
両
剰
転
運
便
向
子
謹
言
､
鎮
江
府
呂
城
･
爽
岡
､
形
勢
高
仰
､
因
春
夏
不
雨
､
官
漕
難
勤
｡

･
･
･
｣
'
元
･
愈
希
魯
撰
『
至
順
鎮
江
志
』
巻
二
･
地
理
･
斗
門
･
丹
陽
県
の
条
に
｢
呂
城
･
爽
岡
'
宋
紹
興
中
置
｣
'
清
･
顧
祖
丙
撰
『
読
史
芳
輿
紀

要
』
巻
二
五
･
鎮
江
府
･
丹
陽
県
の
条
に
｢
爽
岡
'
県
北
二
十
五
里
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
'
｢
爽
岡
｣
が
鎮
江
府
丹
陽
県
の
北
二
十
五
里
に
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
｡
そ
し
て
関
連
史
料
に
見
ら
れ
る
｢
呂
城
｣
　
の
現
所
在
地
は
､
『
中
国
歴
史
地
名
大
辞
典
』
　
に
よ
る
と
､
江
蘇
省
丹
陽
市
呂
城
鋲
と
し
て
い
る
｡
こ

の
こ
と
か
ら
､
｢
爽
岡
｣
　
の
硯
所
在
地
を
江
蘇
省
丹
陽
市
北
と
し
た
｡

次
に
先
の
史
料
か
ら
｢
爽
岡
｣
　
に
斗
門
　
(
水
門
)
　
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
'
同
前
『
読
史
芳
輿
紀
要
』
巻
二
五
･
鎮
江
府
･
丹
陽
県
･
爽
岡
の
条
に
｢
亦

日
大
爽
岡
'
下
臨
運
河
､
故
運
河
亦
日
爽
岡
河
也
｣
'
巻
二
十
五
･
鎮
江
府
･
丹
徒
県
･
滑
河
の
条
に
｢
爽
岡
河
､
即
漕
渠
之
別
名
也
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
'

｢
爽
岡
｣
が
漕
河
沿
い
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
滑
河
は
現
在
の
京
杭
運
河
で
あ
る
｡

原
　
文

『
新
五
代
史
』
巻
六
一

鳴
呼
､
自
唐
失
其
政
､
天
下
乗
時
'

楚
開
蛮
服
｡
剥
瓢
弗
堪
'
呉
越
其
尤
｡

爆
火
息
｣
｡
故
真
人
作
而
天
下
同
｡
作

蘇
髭
盗
敗
､
表
見
峨
魂
｡
呉
堕
南
唐
､
姦
豪
窺
摸
｡
萄
険
而
富
､
漠
険
而
貧
｡
貧
能
自
彊
､
富
者
先
亡
｡
閑
随
荊
壁
､

牢
牲
視
人
､
嶺
蟹
遭
劉
｡
百
年
之
間
'
並
起
争
雄
､
山
川
亦
絶
､
風
気
不
通
｡
語
日
､
｢
清
風
興
､
群
陰
伏
｡
日
月
出
､

｢
十
国
世
家
｣
｡

呉
世
家
第
一

楊
行
密
(
本
号
)
　
子
渥
　
隆
演
　
薄
　
(
次
号
)

楊
行
密
､
字
化
源
､
鹿
州
合
肥
人
也
｡
為
人
長
大
有
力
､

能
手
百
斤
｡
唐
乾
符
中
'
江
･
准
群
盗
起
､
行
密
以
為
盗
見
獲
｡
刺
史
鄭
葉
音
其
状
貌
､
釈
縛
縦

之
｡
後
応
募
為
州
兵
､
戊
朔
方
､
連
隊
長
｡
歳
満
戊
還
､
而
軍
吏
悪
之
､
復
使
出
戊
｡
行
密
将
行
､
過
軍
吏
合
｡
軍
吏
陽
為
好
言
､
問
行
密
行
何
所
欲
｡
行
密

奮
然
日
'
｢
惟
少
公
頭
爾
｣
'
即
斬
其
首
｡
携
之
而
出
､
因
起
兵
為
乱
､
自
号
八
首
都
知
兵
馬
使
｡
刺
史
郎
幼
複
葉
城
走
､
行
密
遂
拠
鹿
州
｡
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史
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中
和
三
年
'
唐
即
拝
行
密
度
州
刺
史
｡
港
南
節
度
使
高
餅
為
畢
師
鐸
所
攻
'
餅
表
行
密
行
軍
司
馬
｡
行
密
率
兵
数
千
赴
之
､
行
至
天
長
｡
師
鐸
己
囚
餅
､
召

宣
州
秦
彦
入
揚
州
､
行
密
不
待
人
､
屯
干
萄
岡
｡
師
鐸
兵
衆
数
万
撃
行
密
､
行
密
陽
敗
､
棄
営
走
｡
師
鐸
兵
飢
'
乗
勝
争
入
営
収
軍
実
｡
行
密
反
兵
撃
之
'
師

鐸
大
敗
､
単
騎
走
入
城
､
遂
殺
高
餅
｡
行
密
閉
餅
死
'
縞
軍
向
城
笑
三
日
｡
攻
其
西
門
､
彦
及
師
鐸
奔
千
束
糖
｡
行
密
遂
入
揚
州
｡

是
時
､
城
中
倉
度
空
虚
｡
飢
民
相
殺
而
食
､
其
夫
婦
･
父
子
自
相
牽
､
就
屠
売
之
､
屠
者
到
別
如
羊
家
｡
行
密
不
能
守
､
欲
走
｡
而
察
州
秦
宗
権
道
其
弟
宗

衡
掠
地
准
南
｡
彦
及
師
鐸
還
自
乗
塘
'
与
宗
衡
合
｡
行
密
閉
城
不
敢
出
｡
己
而
宗
衡
為
偏
将
孫
儒
所
殺
｡
儒
攻
高
郵
破
之
､
行
密
益
催
｡
其
客
衷
襲
日
､
｢
吾
以

新
集
之
衆
守
空
城
｡
而
諸
将
多
餅
旧
人
'
非
有
厚
恩
素
信
力
制
而
心
服
之
也
｡
今
儒
兵
方
盛
'
所
攻
必
克
｡
此
諸
将
持
両
端
因
強
弱
択
響
背
之
時
也
｡
海
陵
鎮

使
高
覇
､
餅
之
旧
将
､
必
不
為
吾
用
｣
｡
行
密
乃
以
軍
令
召
覇
｡
覇
率
其
兵
入
広
陵
｡
行
密
欲
使
覇
守
天
長
｡
襲
日
､
｢
吾
以
疑
覇
而
召
之
｡
其
可
復
用
乎
｡
且

吾
能
勝
儒
､
無
所
用
覇
｡
不
幸
不
勝
'
天
長
山
豆
吾
有
哉
｡
不
如
殺
之
､
以
井
其
衆
｣
｡
行
密
因
楠
軍
檎
覇
族
之
'
得
其
兵
数
千
｡
己
而
孫
儒
殺
秦
彦
･
畢
師
鐸
'

井
其
兵
以
攻
行
密
｡
行
密
欲
走
海
陵
｡
襲
日
､
｢
海
陵
難
守
｡
而
庭
州
吾
旧
治
也
､
城
魔
完
実
'
可
為
後
図
｣
｡
行
密
乃
走
鹿
川
｡
久
之
､
未
知
所
響
､
問
襲
日
'

｢
吾
欲
巻
甲
倍
道
'
西
取
洪
州
可
乎
｣
｡
襲
日
'
｢
錘
伝
新
得
江
西
'
勢
未
可
図
｡
而
秦
彦
之
入
広
陵
也
'
召
池
川
刺
史
趨
鐘
委
以
宣
州
｡
今
彦
且
死
､
鐘
失
所
侍
｡

而
守
宣
州
非
其
本
志
､
且
其
為
人
非
公
敵
'
此
可
取
也
｣
｡
行
密
乃
引
兵
攻
鐘
､
戟
干
馬
山
､
大
敗
之
｡
進
囲
宣
州
｡
鐘
棄
城
走
'
追
及
殺
之
｡
行
密
遂
入
宣
州
｡

龍
紀
元
年
'
唐
拝
行
密
宣
州
観
察
便
｡
行
密
造
田
頼
･
安
仁
義
･
李
神
福
等
攻
新
西
'
取
蘇
･
常
･
潤
州
｡
二
年
､
取
源
･
和
州
｡
景
福
元
年
'
取
楚
州
｡

孫
儒
自
遂
行
密
､
入
広
陵
､
久
之
､
亦
不
能
守
｡
乃
焚
其
城
'
殺
民
老
疾
以
銅
軍
､
駆
其
衆
渡
江
｡
号
五
十
万
㌧
以
攻
行
密
｡
諸
将
田
頼
･
劉
威
等
遇
之
軌
敗
｡

行
密
欲
走
銅
官
｡
其
客
戴
友
規
､
日
､
｢
儒
来
気
鋭
而
兵
多
｡
蓋
其
鋒
不
可
当
而
可
以
挫
､
其
衆
不
可
敵
而
可
久
以
敏
之
｡
若
避
而
走
､
是
就
檎
也
｣
｡
劉
威
亦

日
'
｢
背
城
堅
柵
'
可
以
不
戟
疲
之
｣
｡
行
密
以
為
然
｡
久
之
'
儒
兵
飢
､
又
大
疫
､
行
密
悉
兵
撃
之
｡
儒
敗
'
被
捻
｡
将
死
､
仰
顧
見
威
日
､
｢
聞
公
為
此
策
以

敗
我
｡
使
我
有
将
如
公
者
､
其
可
敗
邪
｣
｡
行
密
収
儒
余
兵
数
千
､
以
畠
衣
蒙
甲
､
号
里
芸
京
都
'
常
以
為
親
軍
｡

是
歳
'
復
入
揚
州
｡
唐
拝
行
密
港
南
節
度
使
｡
乾
寧
二
年
､
加
検
校
太
博
･
同
中
書
門
下
平
章
事
｡
行
密
以
田
頼
守
宣
州
､
安
仁
義
守
潤
州
｡
昇
州
刺
史
鳩

弘
鐸
来
附
｡
分
遣
額
等
攻
掠
'
自
港
南
以
南
･
江
以
東
諸
州
皆
下
之
｡
進
攻
蘇
州
､
檎
其
刺
史
成
及
｡
四
年
､
充
州
宋
珪
奔
干
行
密
｡
初
､
珪
為
梁
所
攻
､
求

政
子
晋
､
晋
遣
李
承
嗣
将
勤
騎
数
千
助
壇
､
珪
敗
､
因
与
倶
奔
行
密
｡
行
密
兵
皆
江
准
人
'
涯
人
軽
弱
｡
得
連
動
騎
､
而
兵
益
振
｡

是
歳
､
梁
太
祖
遣
葛
従
周
･
鹿
師
古
攻
行
密
寿
州
､
行
密
撃
敗
梁
兵
清
口
､
殺
師
古
｡
而
従
周
収
兵
走
､
追
至
捧
河
､
又
大
敗
之
｡
五
年
､
銭
鐸
攻
蘇
州
､

及
周
本
戟
千
日
方
湖
､
本
敗
､
蘇
州
復
入
干
越
｡
天
復
元
年
'
遣
李
神
福
攻
越
｡
戟
臨
安
､
大
敗
之
､
檎
其
将
顧
仝
武
以
帰
｡



二
年
､
鳩
弘
鐸
叛
'
襲
宣
州
､
及
田
頼
戦
干
馬
山
｡
弘
鐸
敗
'
将
入
手
海
｡
行
密
自
至
東
塘
遊
之
､
使
人
謂
弘
鐸
日
'
｢
勝
敗
'
用
兵
常
事
也
｡
一
戟
之
蛙
､

何
苦
自
棄
干
海
島
｡
吾
府
錐
小
､
猫
足
容
君
｣
｡
弘
鐸
感
泣
｡
行
密
従
十
余
騎
､
馳
入
其
軍
､
以
弘
鐸
為
節
度
副
使
､
以
李
神
福
代
弘
鐸
為
昇
州
刺
史
｡

是
歳
'
唐
昭
宗
在
岐
'
遣
江
准
宣
諭
便
季
候
拝
行
密
東
面
諸
道
行
宮
都
統
･
検
校
大
師
･
中
書
令
､
封
呉
王
｡
三
年
､
以
李
神
福
為
郡
岳
招
討
使
以
攻
杜
洪
'

荊
南
成
酒
救
洪
'
神
福
敗
之
子
君
山
｡

梁
兵
攻
青
州
､
王
師
範
来
求
救
｡
遣
王
茂
章
救
之
'
大
敗
梁
兵
'
殺
宋
友
寧
｡
友
寧
'
梁
太
祖
子
也
｡
太
祖
大
怒
､
自
将
以
撃
茂
幸
｡
兵
号
二
十
万
｡
復
為

茂
幸
所
敗
｡

田
頼
叛
､
襲
昇
州
､
執
李
神
福
妻
子
帰
干
宣
州
｡
行
密
召
神
福
以
討
頼
､
頼
遣
其
将
王
壇
逆
之
｡
又
遺
神
福
書
､
以
其
妻
子
招
之
｡
神
福
日
､
｢
吾
以
一
卒
従

呉
王
起
事
､
今
為
大
将
｡
忍
背
徳
而
顧
妻
子
乎
｣
｡
立
斬
其
使
以
自
絶
｡
軍
土
間
之
皆
感
奮
｡
行
至
吉
陽
磯
'
頼
執
神
福
子
承
鼎
以
招
之
｡
神
福
叱
左
右
射
之
､

遂
敗
壇
兵
子
吉
陽
｡
行
密
別
遣
董
濠
撃
額
｡
頼
敗
死
｡
初
､
頼
及
安
仁
義
･
未
延
寿
等
皆
従
行
密
起
微
購
､
及
江
准
甫
走
､
思
漸
休
息
｡
而
三
人
者
猛
惇
難
制
､

頗
欲
除
之
､
未
有
以
発
｡
天
復
二
年
､
銭
鐸
為
其
将
許
再
思
等
叛
而
囲
之
､
再
思
召
頼
攻
鍔
｡
杭
州
垂
克
､
而
行
密
納
謬
絡
､
命
頼
解
兵
｡
頼
恨
之
｡
頼
嘗
計

事
広
陵
'
行
密
諸
将
多
就
頼
求
絡
､
而
獄
吏
亦
有
所
求
｡
頼
怒
日
､
｢
吏
欲
我
下
獄
也
｣
｡
帰
而
遂
謀
叛
｡

仁
義
聞
之
亦
叛
､
焚
東
塘
以
襲
常
州
｡
常
州
刺
史
李
退
出
戦
､
望
見
仁
義
大
罵
之
｡
仁
義
止
其
軍
日
､
｢
李
遇
乃
敢
辱
我
如
此
､
其
必
有
伏
兵
｣
｡
遂
引
軍
却
｡

而
伏
兵
果
発
､
追
至
爽
岡
'
仁
義
植
職
解
甲
而
食
'
遇
兵
不
敢
迫
｡
仁
義
復
入
潤
州
｡
行
密
造
王
茂
幸
･
李
徳
誠
･
米
志
誠
等
囲
之
｡
呉
之
軍
中
推
宋
珪
善
契
､

志
誠
善
射
'
皆
為
第
一
｡
而
仁
義
嘗
以
射
自
負
､
日
､
｢
志
誠
之
弓
十
､
不
当
珪
契
之
一
｡
埋
葬
之
十
､
不
当
仁
義
弓
之
一
｣
｡
毎
与
茂
章
等
戟
'
必
命
中
而
後

発
'
以
此
呉
軍
畏
之
､
不
敢
近
｡
行
密
亦
招
降
之
'
仁
義
猶
予
未
決
｡
茂
幸
乗
其
怠
､
穴
地
道
而
入
'
執
仁
義
'
斬
干
広
陵
｡

延
寿
者
､
行
密
夫
人
宋
氏
之
弟
也
｡
頼
及
仁
義
之
将
叛
也
'
行
密
疑
之
､
乃
陽
為
目
疾
､
毎
接
延
寿
使
者
､
必
錯
乱
其
所
見
以
示
之
｡
嘗
行
'
故
触
柱
而
朴
'

宋
夫
人
扶
之
､
良
久
乃
蘇
｡
泣
日
､
｢
吾
業
成
而
喪
其
目
｡
是
天
廃
我
也
｡
吾
児
子
皆
不
足
以
任
事
'
得
延
寿
付
之
｡
吾
無
恨
央
｣
｡
夫
人
喜
'
急
召
延
寿
｡
延

寿
至
'
行
密
迎
之
寝
門
､
刺
殺
之
､
出
来
夫
人
以
嫁
之
｡

天
祐
二
年
､
遣
劉
存
攻
郡
州
､
焚
其
城
｡
城
中
兵
突
囲
而
出
'
諸
将
請
急
撃
之
｡
存
日
､
｢
撃
之
復
入
､
則
城
愈
固
｡

執
杜
洪
､
斬
干
広
陵
｡
九
月
'
梁
兵
攻
破
棄
州
､
趨
匡
凝
奔
干
行
密
｡
十
一
月
､
行
密
卒
｡
年
五
十
四
㌧
　
誼
日
武
忠
｡

武
皇
帝
､
陵
日
興
陵
｡

聴
其
去
､
城
可
取
也
｣
｡
是
日
､
城
破
'

子
渥
立
｡
樽
借
号
､
追
尊
行
密
為
太
祖

『
新
五
代
史
』
世
家
訳
註
稿
(
一
)


